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価{造法則論

降技館雄

はじめに

『資本論Jは，爵知のように，資本主義社会の「経済的選議法則合暴露す

ることJをも q て，その「最後の窮接話的Jとしている。そしてこの

「経語的運説法則」と註「資本家的生産の基礎上ではじめて告白に

るJr1!綴{[霊法見IjJ1Jと，その下模躍された表現戸としての

蒋生産機構の具体的な混動過程にほかならない。まさに「いかに錨舗法関が

るかを藤開ずること，これこそが科学なのであるoJ3J

F資本論』では，その出発点においで， r商品の交換関係JI-l ~ど分析

rfilli悠としては，すべての荷品はど一定分最の線思した労憐時開にほかなら

ないことを諮証したのちに， この「等錨物商;容の交換1さcf出発点jと

して， 下貨幣の資本への転化Jを

も， この[高品交換に内務.する籍法闘にもとづいで展開戸

て，労機力機品を楳介としつつ， ["'資本家的生産過程jきと

こごとによっ

過程f'としてあきらかにする。下資本の蓄絞退程Jも下資本の潔溜過翠jも

と流通jも，すべてこの f剰余摘寵の生産jの基礎

された総体としての資本家的生産の基本的構溺，いた

と資本家階級と

本的な軽演的関係の解明にほかならなし、。これにたし、し，その第3巻は，こ

の基本的階絞濁係としての君事j余{函館!鶏係全基礎とする， il潟到資本のあいだの

された，舷格関係の幾聞に

こうして単雑誌通において把謹された高品の縮瞳法閣に「もとつがいてJ，

としての資本家と労勝者の階級際採が費者余締
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{富の搾敢関係として抱擬され，さらにこの剰余錦値関係を基礎にして，資本

と資本との「現実的議動Jとしての「競争Jにおけるその f具体的諮形幾J

の「叙述jによって，商品の鋪格際係、が解明されるというのが，この「鑓値

法賠jによって紫徹される『資本論J体系の議本的構造でるる。

このような「髄髄法則」の論証と歩その展開過程の「叙述Jにたいして，

くからすノレグス批判家のあいだで，ざまさずまな難点の指舗がおこなわれて

きたことは，改めていうまでもない。

ベーム・パヴ品ノレグのそれをも q て代表される，これらの批判の第1点は，

l巻のはじめでおこなわれているいわゆる「蒸瀦法Jによる儲値爽体の論

証の当否にかかわるものであり，第2点は，第3巻で展開されているr{i磁催

のさ主JAfilli絡へのじJの成容にかかわるものであり，第3点は，これらの問

領域にまたがった，いわゆる f第1巻と第3巻との矛讃jの問題である。

そしてR.ヒルブァ…ディングが，いらはやく『ノイコニ・ツァイトj誌上

で，これらの批判にたし、ずる皮識を際諾して以来，マノレタス主義経済学の内

，ほぼこのヒルブプーディングの反批判が，この問題にたいするスタ

ンダ{ドな解答をなすものとして露め きたといってよいであろう O

しかし，これらの問題点は，けっしてばらばらに独立して存在しているの

ではなく，相互に緊密にむすびあって，統一能 f体系Jをなす f資ヌド議jの

核心的構造を形成しており，この関題の議源をたどれば，終局的には， ir資

本議』の体系自句構造にたいする根本的反省にまでゆきっかざるをえない性格

宅とになっていた。

もちろんマルクス批判者復IJでの関題提語が，そのような『資本論Jのさ色体

的構造からはなれて，劉々の領域における{限定IJ的命惑にたいする皮相な批将

に終始したために，ヒノレブァーデ4 ン

『資本論J~どあたえられたまま

とするその箆批判も，たんに

るという餓点から，その個別釣問題

にたいして，あるいは唯物史観念もって補強し，あるいは第1巻と第3巻と

における[特定の史的蔀提jの「変化Jによる「交換のそディブィケイシ謹

γ戸をしめすことによって，そのいわゆる f矛J首J':lピ筒避するにとどまっ
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J._ 
I~ 。

しかし下資本論』に内在するその理論的践報道程むおける難点を，その理

論体系そのものの構造においてでなく，このように経済学の外部における唯

物史綴や， 1:1主災現程の特有のま巴鐘に依拠しつつ解決Lょうとするこころみ

は，かえって特殊竪史的形成体としての資本主義の「内部鱗造j を，その

「観念的平均Jによってあきらかにする f資本論Jにおける墜史と論理のかか

わりるいについて，つまり資本主義の現奨的発展過程合対象と

o特有の方法について，根本的再検討さげ要求することになった。
間臨処理のこの段捕にいたっては，すでにマルクス批判殺と擁護者とのあ

いだの論争左 L-てではなく，マルクス経済学者のやでの相互的批轄をとおし

て， tr資本論』の研究は展開されざるさどえないことになる。

本舗では多額経法則がF資本議j体系の内部においてし、かなる位設なしめ，

Jその議註と具体的展開とはいかに滋行されるべきかにつし、て， n資本総Jの
体系的構造との路建に焦点、会あわせ，これま vて‘の研究成系を愈頭におきなが

ら， る。

1)Ko""ノレタス『資本論2青木うた隊版③840賞。(以下『資Jと略称ナるJ

2) If'淡J⑫895賞。

3) K・7ノレタス， F 0品ンゲノレニぇ F資本論に関するそF絞i邦訳，上巻， 223賞。
4) !f'資JlG) 117真。

5) If'資JlG) 121 J(o 

6) If'資J会313潔。
7)資J②327賞。

8) ]主・に/レファーグ1:/グ Fγノレクス経2済学研党三邦訳， 172頁。(以下『研究』

と略称する。〉

第1考委のはじめでおこなわれている， いわゆる「器調法jによ

る髄龍実体の論証にたいしてくわえられてきた，ほぽ同一のタイプの謡批判

の漆型となったラベーム・パヴェノレタのそれにおいて，もっぱらマノレグス経

清学者の長~識の対象となったいく と ， -q!レグスの等
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価交換の規定を， I昔のスコラ的神学的『等価』思想、」と同一視する点や，

使用価債の捨象と同様に労働も捨象しうるものであり， I価値をもって使用

価値の『凝結物』であると説明し得」るとするなどの，経済学史や商品経済

にかんする常識的理解をもってしてさえ，真面自にとりあげるにたりない主

張一ーをとりはらい， u資本論』の体系的構造と内的関連のある難点の指摘
の若干をひろいあげてみよう。

その第1は， u資本論』のはじめで，交換価値に国有な「共通物」をもと
めて，まずこの「商品の交換関係」においては「諸使用価値の捨象」がおこ

なわれており，したがって「交換価値としては，商品はただ相異なる量たり

うるのみであり，かくして微塵の使用価値もふくまなし、Jl) と結論づけるマ

ノレグスの指摘にかかわるものである。

ベームは，このようなふたつの商品の等置関係から，そのあいだの共通物

を抽出する方法は， r幾分奇異なる方法ではあるがJr必要な注意:をはらい，

完全な取扱いをするならばJ 1"常に希望する目的を達せしむることが出来

るJ2)として，一応この方法自体を容認したうえで， しかしマルクスが実際

にこの方法を適用するばあい， Iある状態一般を捨象することと，この状態

がとるところの特殊な態様を捨象することを混同しているj として， 1"商品

の交換関係にたいしては，商品の使用価値がとるであろうところの特殊な態

様，即ち商品が衣食住その他の何れに役立つかは，なるほど捨象せらるる

が，しかし決して使用価値一般は捨象せられなし、。使用価値一般が簡単に捨

象せらるるものではないということ，即ちマノレクス自身，再三これを認めざ

るをえなかった事実から，既にマノレクスは推定し得た筈で、で、あるはめと批判

を加えている。

交換価f直と異って，使用価値は，まさにその「特殊な態様」のゆえに使用

価値たりうるので、あって，この「特殊な態様」を捨象して「使用価値一般j

なるものは，本来ありえないという事実が，ベームにとって理解されていな

い点が，この批判の根本的欠陥をなすことはいうまでもなし、。しかし，商品

経済においては，商品の使用価値の捨象は，特有の形態、をとおしておこなわ
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れているの り， "<( Jレグス とおしてあきらかに

，この商品の車用価値の檎が，貨幣商品金の

る商品の{面fi室が表現されることのうちに現実的に進行され

ていることをしめしているのであっ つまり一般的等価衡品による「商品

ということのうちには，商品部{直はよってもっ

てそれが現象ずる使用値笹の特殊的形態に無能心だということが横たわって

いるJのマあって，務品経済においては，使}苔{掻{症の捨象が，

殻Jの抽出とし寸形式においてではなく>11務総関係の畏韻を媒デトとする

の使用制値?とよる統一的価値表現の機構的形成のうちに，実現されるの

る。ベ…ふの批判は，この点から完全に粉砕されうる。

すごiJ:このこ j二2土まずこ，ベームのこ いする反批判は，

の体系的儀成にお;ナ として，はじめて科学的に有

りうることをしめしている。

この舘{註7菩態の展開によって争はじめて高品の使用錨i誌は総数さ

れうる一一ωあるいはさらにすすんで，資本家的生産額係におし

として，資本がなんでも ぎるということのうちに，

られる一ーという，マルグスの方法こそ，

おける現実の事;憾な反映した正しい理解をしめ

り，これこそ「古典経済学の根泌がj欠陥」を克服した『資本論j

らわすものであると ，それにさきだっておこな

等霊喜善係から，すこだ

ゆる子議諸法Jによる の基:本構造か

あるいはむしろ有害な方法と されなくてはならない

2に，使用価依を捨象 いに，商品には

るj とするマノレグス いして，ベームは

限定実には，需要量に比 るとし、うが知き

，ふた

る， ¥，、去っ

ろう。

る

てはいな

いだろうか?欲求 j〆 るとL、う属性は? られていると

L 、う ?あるいは F自 であるという鵜性は'?J るL、tまま
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tこ，交換価値ある財貨にはそれを生産する人々に費用を費さ Lめたという属

性もまた共通ではないであろうか?Jと反問している。

これにたいしてヒノレファーディングは， r経済学の対象は，商品の，社会
的連関の表象たるかぎりでの財貨の社会的側面であ」り， r商品が社会関係
の表現でありうるのは，それ自身が社会の産物として，社会によってその刻

印をおされたものとして考察されるかぎりにおいてのみである。」つまり「商

品が価値として社会的に規定されるばあいには，商品は社会的なる物であ

る。そういうものとしてのみ，商品は経済学的な考察様式のもとにはいる」め

として，そもそも「経済学」が「社会科学」として成立するためには，その

考察対象をはじめから「歴史的発展の一定の時期に，財貨が商品となる一定

の時期に限定」日〕しなければならないから， ~資本論J の冒頭でとりあげる

「商品は社会のための労働生産物であるJ7)という内容規定をうけた商品たら

ざるをえない点をあげて，この批判をしりぞけている。

たしかに『資本論』は，資本家的生産様式という一定の「社会秩序の経済

学的分析」をその「課題J8)としているので、あって，そのかぎりでは，商品

関係を人間と物との一般的関連に解消するベームの主張は， r非歴史的であ
り，かつ非社会的であ」り，したがって「その範時」を「自然的かつ永久的

範鴎J9) としてとらえるべームの立場からする批判は，意味をなさないこと

』土いうまでもなし、。

しかし商品範腐を， ~資本論J 自体の体系的構成との関連においてとらえ

るならば，われわれはまたヒノレファーディングにおけるような， r社会科学」

乃至「歴史科学」としての「経済学Jの対象の一般的限定によって，ただち

に「資本論」の冒頭の商品価値の内容を労働と規定する方法を，そのまま擁

護するわけにはいかないであろう。

何故なら， ~質本論』の官頭において分析の対象とされる商品は， r資本

家的生産様式が支配的におこなわれる諸社会の富Jの「原基形態」として把

握されているが，しかしまさに「原基形態Jとして，つまり「流通形態」と

して把握されているがゆえに，この「商品と貨幣Jの考察領域は， r資本に
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ついてはなにもふくんでおらずJ， が「それ自身として考察d

ているJ1':::.-すぎなレこと，したがってこの考察領域は，まさに「ブルジョア

て，そこではこれの起源となったより深い諸操作は務えさ

ゆてしまって」おり r交換の主体のあいだに，ただ形式的，一持さとjにすぎ
ないIK別をの ，なんらの もしめさなL、J10)ことが確認されてお

らねばならないからである。

すなわち欝頭の商品の解明にされ、ては， rこれの蓮源となったより深し
t~主1'FJとしての，

く捨象して，その「形態J

もとでのこの商品の生産過穏をまった

がおこなわれるべきであるとする

のが，この考察僚誠におけるマルクスの方法的前提であるとすれば，たん

るふたつの高品の等龍関係から，ただちにその「彊鐙を形成する実体j とし

て「披象的・人間的労機JZど抽出する操作は， r{j底値が抽象されてきたもと

の，したがって他方では{務総がいっそう発畏したものとしても考援護されう

る，具体的諸規定合，この抽象蔀な未発展な形態にある錨佳にたい

るという議室LJ11)にマルクスきよきが翰っていた霊左であり，これはかれの

を「ブ/レジ器ア社会の表においてヨ考察するという商品下分

析j視角と根本的に背縫するガ法といわねばならなし、。

というのは，いかに資本家的生産様式の議としての商品を前援するとして

も，資本家的生産潜程からも議象されたその「際基溶慈Jとして

のみな分析対象とするかぎり‘たんなる労憾の生窓物とはいえなし

品はもとより，土地や薮券もそれが商品務懇をとるかぎりにおいて，一般的

にこの形態的考察の対象とならざるをえなし、からであり，

この形態分析においては， とする鶴緩境保の

がゥてもはや

，護接

的には完全に欠落しているものと考耐えざるをえなし、からいである。

ベ…ムはもとより，このような『資本総jの体系的構成との欝遠においてデ

その批判をど遂仔したものぞはなく，ヒルブァーディングのいうように，たん

に「非麗史詩であり，非社会約-cあjるその「緩済学j的立場から疑問を提

出したにすぎなし、。したがってベ…ムの批判にたいする反論としては，たん
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「遼史科学J f社会科学Jとしての の「論理的前

12)を提示することによって，ベームにおける「経済'学の基本概急J13)の

欠在日を衝けば充分なあろうが，ひるがえって『紫本論』自身の体系的

との関連で，この価値の実体の諭吉正過程を問題とするかぎり，

ならずしも『資本論J体系自体の方法的要議を十全にみたしうるものではな

いのである。

じっさいとルファーデ4 ングも，この長批判の遂行において，

はまさに鐙史選程の一部分にほかならず，したがって経済的合法則性は歴史

とおなじものとならざるをえないjという理由にもとづいて「経

とおなじものである。 それはおなじも

のとならざるをえなL、Jとして， ~資本論J における価値実体の総統の立し

ささ言どそれ自体においてで‘なく，唯物史観念前提とする経法議程の諮議によっ

している。たしかに F紫本総Jの館経実体の解明においては，マルク

ス自身，このような唯物史銀にもとづく経漆諮係の把握会前提としなが

ら，よその論議を遂行していたと理解すべきかもしれなし、。斜の著名なマノレグ

スのグ…グルマエ/宛蓄額 (1868年7月11日間。〉において， i{函{直概傘の諭椛」

についての f科学の方法jにかんして

も労j殺さどやめれば死んでしまう

も 1年とはし、わず♂・ 3

ろうという.J rどんな子供でも
ってL、J14) られていることからも，それは提撰されよう。

しかし品ンゲノレスも「マノレグスの経済学批判の根底にある方法jと，

の「唯物織的な基本的考え方」としての f持援物史観Jとを明石まに区訴してい

る15)ことからもうかがわれるように， ，たしかに一揺では，マノレ

たー妓的結論J1めをな

とブノレジョア的支換との

クスの経済学的「研究にとって導きの糸と

したとはい品多

は，それ患

るブノレジ翠 7

要因をも，

この fブノレジ器プ

としての「経済科学の全複合体の体系的総括J17) 

してただちにひとつのイデオ開9"-的立場乃至史観か

く， のものが 2 どの

し，典型的な潜をとる股開点で考察できるよう
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にすることによって，示唆してくれる諸法則にしたがって，おこなわれた」

「抽象的な，かつ理論的に一貫した形態をとった，歴史的経過の映像にほか

ならなし、J18)がゆえに，この自立的運動体の「体系的総括」をとおしてはじ

めて， r社会の経済的機構を形づくっている生産諸問係の総体」が「現実の

土台」となって， r社会的，政治的，精神的生活諸過程一般を制約JL， r経

済的生産諸条件におこった物質的な・自然科学的な正確さで確認できる変

革」を基礎として「イデオロギ{諸形態」の変質過程が説明されるという唯

物史観の一般的結論が，具体的な科学的論証の基礎をうる19)ことになるので

ある。

いいかえれば「抽象的な・かつ理論的に一貫した形態をとった歴史的経過

の映像」としての，この「経済科学の全複合体の体系的総括」は，その理論

的展開によるブノレジョア社会の経済的解明をとおして，人間の社会的生活の

物質的基礎をあきらかにするので、あって，ぎゃくにこの物質的基礎自身によ

って，この社会形態を説明するもので、はない。

したがって「どの国民も 1年とはいわず， 2・3週間でも労働をやめれ

ば死んでしまうであろうということJ，rまた種々の欲望量に対応する生産物

量が，社会的総労働の種々の量的に規定された量を必要とするということ

もJ，それ自体において直接に自明のこととするのではなく， このような入

閣の社会的生産過程が，資本家的生産様式の全過程の根拠をなしていること

を， r論理的に一貫したJr体系的総括」をとおして解明することによって，

はじめて科学的論証をあたえられることになるのである。

それゆえ「経済生活はまさに歴史的生活の一部分にほかならず，したがっ

て経済的合法則性は歴史的合法則性と向じものとならざるをえない」として

も，ただちに「歴史的合法則性」をもって「経済的合法則性」と同一視し，

これをもって「経済的合法則性Jの論証にかえることは，あらゆる社会に共

通な「経済原則」が，なぜ資本家社会においてのみ， r経済法則」という特

殊な形態をもってあらわれざるをえないかとL、う経済学の根本問題を見失わ

4圭ることになるであろう。
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この点は，ベームの第3の批判点に関連してきわめて明確にあらわれるこ

とになる。すなわち，いわゆる「複雑労働」の「単純労働jへの還元の問題

に関連してである。

マノレクスは「われわれの資本主義社会では，労働需要の方向が変わるにつ

れて，人間の労働jのあるあたえられた部分が，こもごも，あるいは裁縫業の

形態で，あるいは織物業の形態で支出されるJ2めとし、う事実にもとづいて，

現実的に具体的有用労働として質的に椙異なる労働が i人間的労働力の支

出J一般の可除部分としての意、義をあたえられる，すなわち抽象的人間労働

として規定されることを解明したのちに， i複雑労働は，ただ自乗された・

または倍加された・簡単労働としてのみ意義をもつのであり，かくしてある

少量の複雑労働はある多量の簡単労働に等しし、」として， iかかる還元がた

えず、行われていることは経験のしめすところであるJと説明しているb もち

ろん，この「還元」はマルクスの器意的主観によってなされたものではな

く， r生産者たちの背後でひとつの社会的過程によって確立されるのであし

したがって生産者たちにとっては慣習によってあたえられるかにみえるJ21) 

というのである。しかし「単純流通Jを「それ自身として考察」するこの理

論領域においては，この「還元Jが「生産者たちの背後でひとつの社会的過

程によって確立される」現実的機構としてはあきらかにされえないため，こ

の「還元」の結果だけが， i経験」乃至「慣習」をとおして，われわれにあ

たえられることになる。

したがってベームが，この「還元」にたいして「かくの如き方法によって

は，何故に異なる種類の労働が，申または乙の比例で、相互に交換せらるるか

という，本来の原因については，われわれは全然知るところがなL、。言葉は

ほんの少し異つてはいるが，マノレクスのいうところは，それ等の生産物は，

経験上，かくの如くに交換せらるるが故に，かくの如く交換せらるるのであ

るということに帰する。fわだから「外のことを一切度外視するならば，それ

は赤裸々なる，純然たる，説明の循環を意味するJ23)と批判しているのは，

たしかに，資本家的生産方法の社会的再生産過程の支配を意味する，この
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の?社会的過程」じよる f確立jを無視した，皮相な見解といわね

ばならなし、。しかし『資本論jの方法としては，このような「ひとつの社会

蔀選程Jをとおして答額的に日確立」される f還元Jの機構を， J込体的にあ

きらかにすることなく，たん f経験j によって しJ，

その結果を によって「与えられjたものとして前擬とするのでは，

この したことにはならないというのもま

である。主主〉

ヒルブア{ディ γグはs マルクスの「還元J~ピ災体的に次のように説切している。

「簡単労働は，実名綴労機殺の人格ゃに貯えられている。かれらが労働しはじめると

きにはじめて，この養成労働』主役会にとって流動的となる。したがって養成労働者

の労働はくより潟い賃金においてあらわれるところの〉価値を移紙ずるかばり、守主主

く，それに国有主主， I遜値をつくりだすカさとも移転するのである。それゆえ，養成労
働は社会にとって潜在的なもの勺あり，そしてそれは複雑労働力が労働しはじめる

ときにはじめて社会に出現する。だから複雑タ3働力の支出は，あらゆるさる縫多様の
簡単労働の支出を意味するので、あって，この綴滋労働は複雑労働のなかにいわば凝

絡してあらわれる。jぬこの説明はそれ以後多くのγルクス主義経済学者によって踏

淡ぜられたが，しかし「議成労働者の労働はH ・a・-締縫を作り出すカなも移転するj

という点において複雑労織をとらえることは，機援におげる価値移転玖過程に労働

ものだあって，…閉では，人絡の労働による儲箆形成過緩と，

段の{郎総移転との桜然的差異を然滋し，労働主体としての労働力までも伎座手段と

同様の式こんなる労働:1Ei1!t物と同一視する，資本主義的物神化。〉中に埋没することに

なるとともに， {I忠商では，機被告IJ大工殺さどとおして現実的に人!憾の労磁力が議長総な

労働力に還光さされることによって，はじめて，資本が社会的さ色濃さど

L，労働による締飽規定が後立するという，資本家的生産様式の総本的構造をえ灸

わそることによっ、て，労1l¥J主{務総説を擁護しようとしつつ，かえって絡終的には，そ

の内部からこれを談室奈する篠悶在っくりだしたといえよう。

かくて， r資本論J るL る にもとづく儲般の実徐的

もつ方法的難点は，匁ノレブプ…ディングにおけるその擁護がしめすよ

うに，結局子経済生活はまさに臆史的生活の一部分にほかならず，したがっ

て経済的令法則性は歴史的合法剤性とおなじものとならざるをえなしづがゆ

えに「経関学の基本概念は唯物史観の基本裁念とおなじものであるJとし

て，この f社会の物質的基礎」としての「社会的生産jによる「外鈴盤鍛u
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をもって f経済学の論理岳前提J2めとし，この「緩済学の論理的諮按jから

自明なものとして， li部{痕関係を譲叡jずる実体をみちがきだしていること

::50 しかもこの論証退程が，資本主義社会の f箆の原義形態j としての

品の分析Jをとおして，論理的に遂行されているかのごとき形式で叙述され

ていることにある。

「経済生諮はまさに歴史的生活の一部分にほかならず，したがって経

的合法出現は歴史的合法鎖性とおなじものとならざるをえなしづとしても，

商品経済という特有の形態的際議をもって，その

舗されている資本家能生産様式においては，その内部合設撤する f経済的合

法則投」も，i亙接的に「康史的合語則性とおなじものjとして発現するので

はなく多 f歴史的合法民投Jを根拠としながら，蒋品関係に終右の{都銀と{克

服価値との矛惑の燥開のうちにラその運動機構を形成しつつ，週期的諮環j義

という特殊な運動形式をとってあらわれざる会えないのである。

もおろん高品関係，より適切にいえば流通関係は，それ自体としてはな

お，人罰の物質代謝の数量的な客観的把握の撰極的条件をな?に

会「経済、的合法郊性」と るためには，

鼠体が，この、流通関係によって完全に媒介容れること，すなわち人聞

の社会的手写生i義援の主体的力能としての労働力自身が，完全に商品化される

ことをど積極的根拠としてはじめて実現されるのである。つまり

して，自立的運動を展開しつつある

ことを能提として，はじめて「歴史的合藷剤投Jも「経済的合法慰性Jとし

て袈論的に把謹されうる。

マルクスが I資本jの究明の前提として fそれ自身Jにおいてとり

た「単純流遥jをもって， Iブルジ器プ社会の表立5であって，よそこではこれ

、語操作は消えうせてしまっている」とせざるをえな

かったのも，まさにこの

よる 内的忽摂さどとおしては

じめ されるとすれば， まさ
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ならず，したがって経済的合法民投は盤史的合法貝Ij賎とおなじものとなら‘ぷ

るをえないjという「唯物史観の恭本概会Jを f経疫学の基本棋怠」と閉じ

ものとする

る

である。

も，この産業資本形式の役会的支配を前提として2 その内部

としてしか，親言語的にはあたえられないということ

f資本」 る f商品と究幣jという「単純流通Jの「それ自主きとし

ての考察」は，したがってその展轄をとおして「流選そのものをうみだしつ

つある儲値一一一安本一ーセ呼びだすJ26)ことをもって?終局的読書E課題と

るところのき経済学体系におけ Q~虫自の理論領域ななすのであり，それがこ

の領域にたし、して f資本」にたいする としての をあたえてい

Qo  

F資本豪語j体系におiずる

純流通jり理論的韻i或のも

としての「それ自

このよう

さ

2 もはや

による髄値実体の議誌のもつ環論的葉差点の援本的涼因はあきらかで、あ

る。

「蜜史的合法間性Jも， よる社会的再生産過程の全面的支配合前提

とすることによって，はじめてその内部における基本的社会関係な根本的に

規制する「経済的合法熊盟Jとして理論的に把龍で、きるのであり，このよう

な把握をとおしてはじめて資本主義的「経済生活も笈さに控史的生活の一部

にほかならなしづことが理論鈴に認、識できるものであるにもかかわらず，こ

の「資本Jの社会的手厚生寂過程の完全なる支配を論註する道程:としての

れ臨よきとして考察された単組読通Jの領減において，すでに錦{直実体会抽象

的人間労機として規定ナることは，まさにこれから翰寵すべき結果を無媒介

に前提として先取りすることであり I近f¥;ブルジ器プ社会のなかでおたが

いにたいしても

するわ、う

けず資~ (j)117文。

よって規定されjた「カテゴザ{の序列J27)を顛倒

ものであった。

2)ベ{ム・パヴエルグ rマノレタス学説体系の終務j邦訳， 111ヌ。(以下 F終駕』
と硲祢する。〉
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3) IF*冬務~ 120]室。

4) nえilQ) 157文。
5) II研究]142~145真。

6) 了研究1146 tto 

7)研究j 143賞。

8) r研究~ 145tt。

9) 研究J146頁。

10) K ・マルクス Z経済学批判i岩波文芸事版>277~280þto (以下『批判jと略称

ずる。〉

11) Ii'批判J273王室。

12) II研究J144京。

13) 11研究~ 146]l言。

14) II資本論に関する手紙j上巻>222-223賞。

15) nle'I'uJl 264 tt参照。

16) II批判Jl13文。

17) 批判J260賞。

18) U批判J265文。

1き) U批判JI14J言。

20) n変JlQ) 127主主。
21) 11資Jこむ128実。

22) U柊鷲J148 tf。

23) 終鴛 137Tfo 
24) U研究J159 s(。

25) Ir研究 144質。

26) 司(;'plJ.l277]託。

27) 323:夜。

2 

fブノレジ沼ア社会の表預j としての f高品と貨幣jの考察領域における，

いわゆる f蒸鴇法jによる錨{鹿実体の議誌を捗!徐し， r経済生活はまさ
史的生活のーに部ほかならないjという根本的事実の特殊な形態で、の貫徹を

しめす額依議採の労働によるまえ龍之ピ，資本家的q::産様式が資本によ

懇の全商的支配として理論的に措定される段階において ることによっ

て， {i巡{政法部の確立さど f近代ブノレジ設ア社会のなかでおたがし、にたいしても
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よって規定されJた正しい「カサゴザーの序列jのうちにあきらか

にしようとするならば， r設幣の資本への事装化JI'こ媒介された f資本論Jにお
ける資本の必然性の論証滋程は，根本的な修正を要求されることになる。

安H ，その第1議 f商品と賞幣Jにおいて，商品関係か

らの焚幣の生戒をとを，さらに設幣を媒介とする高品流通の形成な，

L 、で代表ぜしめながらあきらかにしたのちに， r商品流通Jの

「経済的諮形態Jの

現象形態J1) と

としての貨幣jを， f可時に

ることによって，そ f貨幣の

している。

しかしマルクスは，ここで「貨幣としての貨幣Jがラし、かにして「資本と

しての紫幣 jに「転化Jするかを，その「経、説会労務慈j規定の考綴をとおし

て解明するという方法をとらず¥ただちに f日々われわれのrr芸能で誠ぜられ

ているJ 高品市場。労働市場・または貨幣市場というような市場j

とすることによって， rG-W-GJという「流通形態jを fふいだしJ，

これと f商品流通の直接的形態J rW'-G-WJとの形式的比較をとおし

て， r液接に滅j議部器で現象する資本のー殺 ~t守範式」を rG-W…GJ とし

るのである。かくてこの干一般的範式の議矛爵」とは，

主主の交換jめという「単純な商品流還の舟在的i法則J3) と，ニの rG-W-

GJとの松7i.排捺関係であり，その解決は，龍舟締結の実現においてその縮

盤以上の価値なっくりだすことのでき

.iJ~ r市場jでみいだすという fひとつの世界史をそ言語するJr歴史約条件J4) 
によってあたえられることになる。

以上のような内容なもつマルクスによる

解明の，経済学的議涯としての難点は，次のように華客約されよう。

まず第1に，ここでは f貨幣としての貨幣Jが，いかにして(資本として

の寅幣Jへと，その f経済的形態J規定さどとおして「塩化Jずるかの証明が

なされていなし、。あたえられているのはただ「日々かれわれの限前吃誤ぜら

止もているJ r市場j議程から抽象された rG…W-GJとし、う一般的形式に
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ぎない。

したがって第3に，この?…般的範式J0) r矛臆Jは，
体のF9在的矛患として措定怒れているのでeはなく，たんに「簿価交換Jとい

う前提と，この r~毅釣範式J との単純な相互排除の関係でしかなし、。いう

までもなく，経済的形議競走における矛屈とは，現存する事実関係と，内的

法則との黙の単なる排除関係さござすものではない。

だから筋3に， rG-W…G'J形式が，いかにその内的矛惑をとおして，

るものとしての rG-W…p…W'-G'J 7移式さと線路さざるさとえ
ないかは，まったく考畿の対象とはなりえないことになるの 「わが貨幣所有

よくJr-市場jで r労{効能力または労{効力」という f数寄なひとつ
の商品Jを f晃出すJ5) ことによって， への f率三位J

するので、ある。

これらの難点は，すべて製本的には， rブノレジ丑ア社会の淡毘jとじての
「それ串体にされ可て考察された単純主主題jにおし、て，そこでは「消えう必てj

しまっているはずの fこれの起源となったより深い操作Jたる，紫ヌドの社会

もとづく労働の{面倒関係の鏡舗を，直接前提とすると

いう方法的錯誤から出発することによって rブルジ吉ア社会の表面jに

おける「諾カテゴリーの序列Jを，それらの誇カテゴリー自身の内的矛j践の

とおして，その内的必然笠においてとらえるという，ニcγゲノレスのい

る「もゆとも単純な劉係から出発j し，その「たがし、に関係しあうふた

つの部諒」の「交互作用j と了解決をもとめる矛爵Jたとおして「送程jを

展開せしめるところの， rマノレグスの経済学批判の数絞にある方法」めな，

マノレタス自身…賞して維持しつづけることが不可能とな丹たこと

る。すなわち，マノレグスがここで採用せざるたえなかったのは， rブルジョ
ブ;社会の袋隠 iにおけ::s簡カテゴリ…が，その f表菌j的関係においてもつ

ることではなく， rよりi策L
する としての「経済的合法呉首選::Jとラこの

係との部の り，このよう
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I潟の「矛活jの設定であった。こうして「等締変換Jの F法則jと，資本の

「一般的範式Jとの鰭のかかる「矛の設定は， rブノレジ日ア

としての流通形態が，その内部にふくむ「関係しあうふたつの観簡J

の「矛議Jをとおして f自己膝露jめすることによってあたえる「カテゴリ

ーの序列jの経後学的解現会決的詰?と|説書しきその結楽 fマノレタスの経渋学

批判の根)まにある方法J'2ど根本的に破壊することにならざるをえなかった。

したがって，ここでわれわれが解決しなくてはならない課題は， rブノレジ

ョア社会の表罵J的範Eおそれ自身の内的「矛!設Jの漆調合とおして Iこれ

の起源となったより深い諮操作jの解明へとすすみ，この過程をとおして「

経済的合法問性」が「讃史的合法則性jを根拠としながら，しかも「髄値法

貝むという特-殊な7思議をとる法見Ijとしてあらわれざるなえない理由をあきら

かにし，これによって援業資本の論理的生成と備銀法郊の磁立という

の絞心的領議を， fマノレグス の根底にあ をもっ

て体系的銃一位のう る。

すなわち具体的には，ま の発展形態たる資本が，その内

とおして， 自記の ざるなえない必然牲をあ

~ ること り，さらtこますこ，このよう lfこし した産業資本の

内的基本隊係を規定、ずるものとしての，労働にもとづく鶴鐙関係の規制，つ

まり鏑髄法具立の確立を語録証することである。

ように，流通務態としての ，貨幣範

らの内在的畏顕としてはみちびきだしえず¥ 「われわれの誤諮」におけ

る f市場jから， rG-W…GJ形式会抽象することによって， r禁本の一

般的範式Jを捧定L，この「態式jと f考察揺交換の法制Jとのあいだの

活Jをとおしてラ 「貨幣の資本への転化jを，

としての確立としてあきらかにしている C

のような f資本験』の「禁幣の資本への軽化Jを rヅノレジ設ア社会の

る fカテゴリーJの「自 として，

ずるな らの「資本J と， f資本j
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よる「産業資本j範隣の確立退程とのふたつの

として設主主しなおされることにならざるさどえない。

f貨幣の定校様式が貨幣の概念に選合したもの jとして

範鞠の最高の発畏形態たる生界貨幣jから， iG…w-

G1Jがし、かにして成立するかとしづ問題となり，後者は，こうして成立した

iG-W… G1J形式が，どのような内的矛績の展開さどとおして，さらにあら

たな資本形式をみちびきだし，最終的に，生産道設をその内部に包接するこ

とによって，躍業資本として磁立するにいたるかという鰐題となる。このふ

たつの問題については， しかしすでにわれわれは別輸りで，主として宇野

弘蹴教授によってあたえられた資本の流連形式の議開選翠を検討することに

よって考察した。そこでえられた結論を要約すれば次のようになる。

資本形態の一般的範式としての議人資本形式 iG-W…G'Jの内的矛痛め

根拠は，この資本形式と，それが楳介ずる高品琉遜と

もとめられる。棒銀体系とし℃の綴務水準を黙にす

本の運動に媒介されて，統一的価値体系によって支配さ

うち℃z 

の資

へ結合されてゆく瀧程が，この;箆遜擦係におけるいわば{磁器的側面であり，

これは具体的には諮資本相互の利潤率均等北の過程とレてあらわれる。しか

し生産過程を外務に前擬し，たんに読裁手段としての貨幣によって，統一的

髄鐙鈴係を維持しているにす2ずない諸商品流通は，たとえ資本の運動によっ

て鱗介されて結合されることによって，相瓦にその髄格ァド療の均等化が推進

されるとしても，終馬的に単一の{閉館体系言ごもって運動ずる絞一的認品流通

へと完成されることはありえなし、その内的関係な錐持するための

の量的調節さピラ外部における貨幣に依存ぜざるをえないという

に商品流通の患立的運動としての摂;本的制約のあらわれにほかならないが，

よる商品流通の謀介は，この貨幣による外的媒介の，より発展した形

態にすぎなし、から伽である。すなわち高品、読通は，その外務にある

，商品として自己の運動の内部に包援することによって，

の外部に，統一的な入閣の社会的物品代議}の特殊な接介彰式を設定するのマ
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あるが多この閣品流i援のもつ外部性を根拠として，高品流通はその内部にこ

の運i勤役規昔話する物質的中核としての貿幣女形成しこれを中心とし，かっ

れによって媒介された外延治拡大過主主としてしか存在しえないことにな

る。ところが高品流通の外部性は，その中核として

の外部との関連をとおしてしか，自

われるのであり，ここにおい

中 E‘
οニ)'?

も，じつは部分的商品箆遥の相互関係としてしか存在しえないことが暴露さ

れるのであるo r世界貿幣Jの出現によって，そ
よる高品流通の媒介は，さらにあらたに，それ告身~，T的運動体として過程、
しつつある資本による媒介形式に発幾したところで，このよう

部分説註格をなんら本繁釣に変化せしめるものではなし、。諸蒋品流通の，

としての議人資本の媒介によるラその統…的世界市場としての形成

は，高品流通の最高の発議段階として規定されるが，荷品流通が，このよう

うことが，

ける商人資本の謀介をとおしてしか成立しえないとい

またラ商品流通の統…的，自立的存立の根本的縦約をあらわ

しているのでああ。そして， ，このような佐野・市場的関連におけ句

る部分的商品流溜としてしか成立しえないという

に媒介する自立的流通形織としての しob し

かし商品流組と商品流通とのあいだに介在することによって，この部分的商

品流通を世界市場的関連において議会ずる荷人資本形式注，鶏品流通

唱さ，松互の{部総関係を前提とした相対的変昔話へと核化せしめるものではある

が，これらの蒋品流還を，さら;こ全体的に統合しつつ，商品読通に統一

な，したがってそれ息 した経対的繍値関係をあすこえるもので

はない。

かくて，ー閣では， i玄界市場的関連におい

その内部でなお部分的弱品流通の静存として

なす，湖~流量震のも

よる郭j熊本均等化の鋲舟と，こ

されつつもラ

しえない蒋入資本の成

多務i人資本形式において，

たい、するたえざる阻密過程と
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してあらわれることになる。じっさい，たんに商品流通の価格体系の差異に

もとづいて，利j国を獲得するにすぎない商人資本形式にとっては，来Ij潤率の

均等化の完全なる達成は，同時に諸商品流通のひとつの商品流通への統ー

を，したがってその価格体系の差異の消失による利潤源泉の消失，その資本

としての存立の否定を意、味するのであって，商品流通が生産過程を外部に前

提するかぎり，流通形態自体においてこのような自立的運動形式を完成する

ことはできないのである。

流通形態としては，たかだかG…G'なるあらたな資本形式を派生せしめる

ことによって，商人資本間の利潤率均等化の運動を，さらに流通形態しての

資本によって補足する機構をつくりだすにとどまる。そして，このG…G'な

る金貸資本形態が，流通過程を基礎としながら，直接的にはこれと分離し

て，純粋に自己増殖する資本形態を形式的に達成するという点に，流通形

態の流通形態としての完成と，ぎゃくに流通形態の流通形態としての根本的

制約とが同時に表現されているのである。商人資本形式にとっては，その媒

介する商品流通自体は外的にあたえられた過程で、あり，したがってその成立

の根拠をなす価格体系の差異の存在は，根本的に消滅せしめることのできな

い前提としてあたえられているとしても，個別的商人資本にとっては，その

投機的手腕になお他の資本をぬいて自己の利潤率を治大しうる，主体的活動

の余地はのこされていた。ところがG...'G'形式においては，その取扱う商品

が，まったく使用価値的制約から解放された，資金としての貨幣であるため

に，その増殖は，均等な利子率において実現されることになり，個別資本相

互の差異は消失せざるをえないが，同時にこの利子率自身は，まったく G… 
G'形式にたいして外部からあたえられるために，その増殖は，個別資本の特

定の活動にはまったく依存しない，社会的に共通の基準によって達成せられ

る外的規定性においてあらわれることになり，流通形態が究極的に，それ自

体として，自立的に成立しうるものではなく，その外部の過程を前提とし，

それによって雑持される，特殊な社会的物質代謝の媒介形式にすぎないこと

が暴露されるのである。
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L 、。

金貸資本形式において，以上のように，流通形態の内校前矛窟が，段高の

いて措定されているとすれば，この矛患を解決するものは，も

なく， i主連形態、の外部世界としてはやfこんなる

程をその運誌の内誌に包摂した， e との統一約溜動形式た

る

iJミカ、る
。
るよナjesに
さ
と

定

こ
怯
議紹rrL 、

、l
ド匂、
P
1ふ

れ

、

.φψJ 
てIU
 

，いまやその掻績増殖の根拠

言行商人資本乃護金貸資本のように，生産過獄を外部にもつことによって生

ずる議品法違の不統一性乃笠部分性による舘格体系の差奥?においてではな

し生産過程を内擦に包寵した統一的強絡体系におし、て，したがってそ

いてではなく，生産過程においてもつ，

よる自立的支援様式としてあらわれる O

まず「資本一級jにおいて開始されねばならぬ理由も，

いてはじめて「資本一見引の捨象が遂行されうる議機も，合
i
品

ここにカミカミっている。

マノレグス;之， こ を次のように f注釈j している。 とを王

(das Kapital im Allgemei数合吋は，たしかに.1)ひとつ

らわれる。が，それは盗意的摘象で、はなく，他のあらゆ

〈社会的〉が展開会れるもろもろ

るひとつの撞象、である。資本そのものの

るものは，こう

内部での区別は，同じく抽象的特殊性であり，

の特殊性の肯定であるか，者定で三うるかによっ

または流動資;本〉のだ

，ぞれ自身ひと

よって，理解はされていないにし

とっては，それは非

}]Ij d 

Q 

からi玄;さ

、回
、戸

-r 
丸、-， 

7う~， 

約定在である。このこと

ても，承諾はされている。そ
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常に重要な契機をなしている。たとえば，この一般的形態での資本は，個々

の資本家に属するとはし、え，資本としてのその要素的形態では，銀行に蓄積

され，または銀行をとおして配分されるところの，しかもリカードのいうよ

うに，生産の需要にまったくみごとに比例して配分されるところの，資本

をなしている。」めそしてさらにマルクスは「代数学」に例をとって「たと

えば a，b， c，は数一般である。だが次にそれらはajb，bjc，cjb，cja， bja 

等にたいしては整数である。ただしこれらは，それらの整数を一般的要素と

して前提している。」めとこれを説明している。

しかし，このマルクスの「注釈」は，まだなお産業資本においてはじめて

「資本一般」の範院が， I洛意的抽象」としてでなく，いわば現実的抽象と

して把握されうる根拠を十全にあきらかにしたものとはいえない。

たしかにマルクスのいうように， I銀行に蓄積されJ I銀行をとおして配

分される」貸付資本は，個別的産業資本にたいして，社会的資本として対立

し，産業資本の不均等な個別的利潤にたいし，均等な利子率をもって，価{直

増殖の社会的尺度基準をあたえることによって， I資本一般」の「現実的存

在」となることはし、うまでもなし、。だが，それはもともと産業資本が，本質

的に「資本一般」としての規定性をそれ自身において確立していることの，

具体的機構における展開した表現にすぎなL、。つまりこのように社会的貨幣

資4三としての「資本一般Jの「現実的存在Jがあたえられることをもって，

産業資本における「資本一般Jの抽象の根拠とするのは， I資本一般」とし

ての産業資本の基本的性格から結果する具体的成果の指摘をもって，その基

本的性格自体の根拠の証明とする顛倒した方法といわねばならなし、。まして，

産業資本における「諸資本」と「資本一般」との関係は，分数にたいして整

数が「数一般」として規定されるというがごとき，集合数と単位との関連に

おける一般性に解消されて理解されてはならなL、。たとえば商人資本形式や

金貸資本形式においては， I諸資本Jにたいして「資本一般Jを規定するこ

とが不可能である，という点を考えただけでも，それはあきらかであろう。
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たんなる流通形態としての資本形式においては，資本のお互的関連からはな

れて りえないため，

-一般的関係j として把握する

、3レ除 、何

!xうや。

、ては，

自的にJr資本関係そのもの」として恕握すること
なら，ここでは資本の全運動は，その内部に哲援さ

て， r資本~賃労働との i碍係j によっ

と資4正と

っているカミら》ごある。 いてはじめて，

された

ので

h 

り，資本

くな

の松7i.釣関連において規定された資本形式，すなわわ社会的物資代謝の特殊

部分的媒介?葬式から続脚して，ひとつ

媒介形式に綜化する。資本家的生援を様式において「はじめ

品形態が一般化されるJ10)という γ ノレタスの指摘も，まさにこの

ているのであ

もともと荷品流i弘貨幣流i低資本流迭という流鴻形態はヲ人関の社会的P

務費代謝の鴻穏にたいしては部分きち接介形式にすぎず，したがってその全体

といっても，結局，部分的な高品関係の集合会なし，ぞれ自体として人揮の

社会的物質代謝さと全翠的に媒介するひとつの総体的過程としてあらわれるこ

とはでさなかった。このことは，流通形態が，高品，貨幣，資本といういわ

ゆる弁援法的展開のうちに盗殺退環をその内部に包接せざるをえなかった醸

とともに，他聞，

きにわたって，人簡の際史的社会体制にたいし，開i譲治な，したがって

自体としては舵史的競走性会欠く社会関係とじて，

めた根本的理由でもある。

なが

し

ところが生産過程は，人揺の詣黙を媒介とする富己の再生産過擦としてのe

しえ，しかも人間は元来「労織する共肉体の成員としてJ11)はじめて

入倒的労働を遂行することが可諮なの‘である。つまり人絹が主体的に践
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はたらきかけることによって，議己の生活を直接的および間接的に再三主霊遣す

るめたの資料を獲得す'る労撮議諜は， もともと人i誌の「目的」を f会話的

々な意志Jの税御のもとに「合目的々な活設JJlめをとおして実現ずる，統ー

として以外には事恋しえないのゼある。

として， 135の運動の内部広告摂する生設過程は，人間の

としての生産過翠ぐあって，ぞれゆえはじめからあらゆ

る社会構成体の基礎ななす，ぞれ自身におい

のであり，マノレグスのし寸っゆる として のであ

る。

ここでは韓民的生産過程は多統一的な社会的生産瀧翠の構成部分としての

もつので、あって，このような人間の全体的共同的生迭さd主なれた鉱

，はじめから問題となりえなし、。それ拭，もともと社会的勤務と

して完己 る人間にとって，一毅的には実存しえないからで

ある。

このようなあらゆる社会形擦に逮ずる社会的実体としての

を，その流通形態の拘禁I'こ完全に信摂することによって，本来，部分的な社

会的物質代擦の接介形式にすぎなかった商品経済は，詣立的なひとつの社会

椴成体として詞己を確立い言寄~ゐ繍係は，入閣の社会的物紫代議jの会誌的媒

として，はじめて「一般化jずること

済の内部を主主鎖する価値関係が，

にもとづいて簡備法服とじてあらわれるのも，

るので島isoそ

る抽象的労織の投下盤

ける流通と

とのこのような基本釣撚係を前提として，はじめて実現されるのである。

しかしf資本論』では，すでにみたように産業資本形慈の必然性の

iG-W-G!J形式と等鶴交換の法只りとのあいだの矛盾を接介として，

家が労働力商品安 f遊よく Jr市場においてj
たえられているために，このような産業資本においてはじめて流鴻隠係を線

本治に規制する「生惑…般jの理論的措定が，流通形態自体の議三型的民間の

]成果として られてはおらず，設つしたがって誌逮形態の発展も，
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一般Jをその内部に告摂し，そ

って，はじめて完成されるとともに，そ

額係も， r生産一般jに準拠づけ
ることになってい '''''0

設〉 といっても，流通形態がそれ自身の内部から

はもちろんない。その点では， r部品，
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たえられることによ

の内的規鵠をどなす倍鶴

ることの論証

ことによって産業遊泳として磯認する過緩と

は，論潔的iこ向ーに処渡しえない想定性における根異をふくんでいる。しかし，資

木形式が生産過程な包摂そさざるをえない必然後も，るくまで流通形態としての資本

形式が，その形態的完成を達成するたよろには，

会にその内部む包摂せð'~をえないという論理的援競にもとづくものであって，こ

のような論理主的必然性をとおして，形態的関連の外郊の関係によって形態約金認定自

身もその基礎きと凝立することになるのである。

しかし『資本論Jでは，イ也磁?において「商品生産は，

Jニではじめて， と 13)することがあき

らかにされてし、るとともに，また刊誌互に独立して営まれる・しかし，社会

自然発主的な諸畷として栢立に全面的に依存しあっている e

労i臨むたえずそれらの社会的・比率的な尺震に翠ラじされる……という

的なi問見が経験そのものか した高品

るJ1のことが強請されてし、る。つまつ， 、ては，

いわゆる錨備法郎

連に媒介された， としての磯立を前提として

はじめて可能となるとされているのであり，し、し

ける，資本と労働との虫色な移動に蝶介された社会的労j~語の

とおして，経済原郊の日が価a夜法兵Ijの緩立としてあらわれる

というのである。

ち同

」 したがうならば，

えせてしゴどっているJ fブノレジ設

おいてではなく，まさ

となったより深い諸操作の幣う

として

，資本形態のもとに特殊歴史的

な生産様式として理論的に措定される論理段階において，
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けられた潟品関係の儲{護法見Jjによる規棋が解拐されるべきであることは自問。

であろう。‘すなわち子一般的側館法員むを前擬とし出発点とすることによ

って，産業資本の生成をとくという 7資本論』

としては逆転していることになる。それは正しくは， iブノレジョア

揺Jとしての流通形態が，いかにして足立築資本形式を必然的に百合理的に股開

し，こ(，1)

し、1うミ， とし、う

，改変せしめ

のもとに，いかにし，て綱植法却はる窪公定るをえた

，その体系的展開のうちに解明する論暖構造へと

らなし、。

1) W資J②283]i!(o 
2) 資J②309文。

3) W淡j② 301京。

4) nえ3命319頁。
5) f資3窃315]i!(o 

6) r批判1266 J変。

7)拙稿iW貨幣の霊安本への転化Jの方法的考察J(はじ大経淡学研究j第14潜，
1弘所j股〉

8) K ・マノレタス f経済学批判翻妥~ 353瓦。〈以下 F縞要3と略称する。〉

9) 354頁。

10) IJ資』②319]i!(。
11) IJ綱要J354]]言。
12) W資』②330-331賞。

13) nをJ@必至言。
14) 告 176頁。

3 

じゅ'dい の「序章jとしアどの商品， 、ては iブ

ノレジ日ブ社会の表面J として，単純流通~そのものと

品を築ゴトとして産業資本の総立をといたのちに，この労働力の使用としての

労韻を，あらゆる社会形態に共通な労犠遜樫…般として解明し，資本家的生

と価値増耀過程との統一Jとして提饗する の

L 、 し， この価値法泉誌を前
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けるその賞撤てどとく現競構造とは，根本的に呉質な

している O

そして，このような方法的罷乱のもたらすもっとも

る{認{護法貝せの論証が，資本繁民生主主様式の基本

1巻，務3繭において，資本の現実的議動のうち

される過程がみのがされることであるが，そればかりでなく，

る価値増殖i品程の解明としても，不充分な分続にさ

とどまらざるなえなかったという点である。

とおして，イ回線法慰の根拠をど解明

とつ〆い

J
dノ

》
}
骨
品

る

は
で

はいる前に，そのための梁爾作議として，こ

における f商品および制余錆憶の生産過程Jの解明の仕

しておlJ寸ユばならなし、

3篇仁絶対的支持余倒i憾の生態Jにおいて 2 まず「労緯

において，つまり「どの規定さ

1) し，さらに「商品の生成議室jた「労議過程と籍組もかかわりなく

したのちに， r{滋鐙形成議程を労協議程と

るユ有用労働にある。

このばあいでは質的に一一一それの特殊的な仕方様式において，話的および内

見地から考察される。その向じ労畿過程が， 11函値形成過器では，それの

との統一J2) と

めは， <bはや労換がその作業に喪

約に支出される時間だけであ

量的側面からのみ自

る労機時間，支たはそのあし

るjわとのべている。

きらかに， u資本諮jの習頭において，商品0)使用組官宣言ど
の一ーその社会的形態がどうであろうとも一一資料的内容をなすJ4)i物の有

用性J5)ー設において恕掘し，反転レて繕{直言ど「諾術品体の後舟{邸飽きど度外

視」して「それらになお残るj rひとつの勝E乞すなわち労働生産物という

農註」において把議したのと対応して，高品の生詮j蕗1廷を，商品の{実用イ間銀

としての「ど れた社会形態にもかかわりなしづ f労楊過
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程」と，特殊歴史的な商品の I{函館形成過程」とのこ面において規定レてい

る。

そして商品の使用価値と価値との対立が，商品の「質的側面」と「量的側

面」との対立として，その生産過程における「労働過程」と「価値形成過程」

との対立に根拠づけられることによって，いわば商品経済の質料的編制は全

面的に解明されたことになっている。

このように商品の使用価値あるいはさらに「使用価値の形成者として」の

「有用労働Jのみを， Iすべての社会形態から独立した・人聞の存在条件で

あり，人間と自然との聞の物質代謝・つまり人間の生活を媒介するための，

永遠の自然的必然性である」めと規定することは，逆転して，商品の「価値

形成過程」としてあらわれる抽象的人間労働の対象化過程を，商品経済乃至

資本家的生産様式にのみ特有な特殊歴史的範|腐として理解せしめる誘因をも

たらすであろう。

しかし別の個処で，マノレタスが「価値のいっさいの本質的諸規定がふくま

れている」としてとりあげる「ロピγ ソン物語」がしめしているように，ロ

ピンソ γは「相異なる欲望を充たさねばならぬために，道具をつくり，家具

をこしらえ，路馬をならし，魚貝をとり，狩猟をするというような相異なる

種類の有用労働をなさねばならぬ。……かれの生産的諸機能は相異つてはい

るが，かれは，それらの機能が同じロビンソンの相異なる活動的諸形態にほ

かならず，かくして人間的労働の相異なる諸様式にほかならぬことを知って

いる。かれは必要そのものにせまられて，自分の時間を自分の相異なる諸機

能のあいだに正確に配分する。かれの総活動においてどの機能がより多くの

範囲をしめ，どの機能がより僅かの範囲をしめるかは，所期の有用的効果を

達成するために克服されるべき困難の大小によってきまる」のであり，した

がって「かれの財産目録には，かれが所有する諸使用対象や，それらの生産

に必要な相異なる仕事や，最後には，これらの相異なる諸生産物の一定の諸

分量のためにかれが平均的に要費する労働時間の明細書きがあるJ7) ことに

なる。
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」こでP ピソソンの「者用的労働lJと，その配分の器準となる f人間的労

として干平均約に袈習する労働時賂jとの関連は，いうまでもなく，あ

らゆる社会においてその社会形議に関係なく，一殺に貫徹する「有用労働」

と「人関的労1mむとの「経済原良IJJ釣関連なので、あって，マルクスもこれに

子ヨーロッパのや没jにおける「社会的基礎jとじての f労働の社

会的形態J8)ゃの「自家用のために穀物・家遊・糸・1主蘇布・衣類などを生

産する農民家荻の素朴で家父子ミ鎖的な勤労J9)や， 了共同の生産手段なもっ

して，その多くの鰭人的諮労!動力を自 ひと と

して支出ずるような告白人たちの体J10)を例にとって，っ

しているように，それぞれの紹異った社会形態に感じて，有用労{動の各生産

部門への配分成，社会長定員の「人格的苦毒機係J11)をとおしておこなわれるに

せよ Iすき透るように欝単J12)な計翻性においておこなわれるにせよ，か

ならず全社会の総労働の，労働時間によって計還された念的配分とし℃しか

なされえないこと立明自で、あろう o

つまりその社会形態さととわず，あらゆる入聞社会において，その社会の物

具体的有用労犠と抽象的人間労畿との

一面的瀧翠の統ーとしてのみ存立しうるのであって，

おける生産過程のご弱性は，その特殊歴史的鑑定性のもとにおける，この経

済:原測の発現にほかならないのである。

しかしこのように，生議過程における労騒のニ震性てどあらゆる社会に貫徹

る経済諜則として抱擁するならば， I商品そのものが読用艦僚と{閉館との

続ーであると向じように，高品の生昌幸芝は労働過程と{剰接形成選謹と

るJとして， I永遠の昂然必然的性j訟もつ労働鴻程にすこし、い簡{底

まったくこの f永遠的必然性Jと として

対置い

して理解する

ラ '-'U賠}.l玄:に"1'.J;tI滋校と と と

?根本的な再検討を袈求さ ならなくなる℃あろ

。
λ
ノ

何故なら，生蓬過程一般が，もともと抽象的人隠労機と具体的有用労働の
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して存在LぐL、るとすれば，価値形成過程と

おいてあらわれる資本の生議遇税は，それ鴎身このような「経済思

f!iJJ r約二¥1i'i的議程の特殊静態規定に娘介ざ らわれにほかならないから

る。 i主〉

注〉

ならないことを論証している。

場から宮本義男氏， 'gJl!~英氏，ぬ杉庄一郎氏における，その総経論犯握の欠陥'1í::衝

く岩綴氏の主張は，従来の綬球式記 f労働のご蕊i全j の主塁線を一掃したものとして~令

とし

ての把擦にとどまるかぎちにおいて，ぞれは不後!まで、あり，不充分で、三~;;， o 氏の立

湯は， -I蛮において， rr'淡木論jの留孤における商品の使用{間艇をど使用仮箆一般に

解消ナる把握を，さらに{度額において，その生政過程論における「労滋退綴と儲緩

形成過穏との統一Jとしての fN踏みの1'.A返綴Jという抱慰金，者主廷し，これらの
らたな f労働のこ室性」抱擦との適合告さな関係において機成

としては成玉立Zしええな丈L、、οな4ぜfなら，

寸γ，ノルレクス?にこおい

憾綴、令会つくりだプすF会永く遼的s然的過J怒怒としじい(1'尽鐙さ士れLるとともに， 1活経彩成過絞は特
殊援史的な過裂としてこれに対翠されているのであり，これは玄た f資本総』の街

頭における商品の使用価総と姉{[震との分析治的径との照応において設定されている

からである。

したがって潟品の生産過程の内容をなす労働議袈と{即位形成過穏とは，け

っし LfjlJ若り相r也氏:別総併以fl'J1:l、J馴 Illu:-}V，-にし、ヲる後者の特殊歴史的結町IiJとい

う関係において詑鐙されるべきではなく 2 あらゆ

る

において，iiI芸品の使用額{痕形成労働と務品の儲億務成労鵠としてあらわれた

ものとして る。そ

くりだす労働として，ま

品の使用価値をつくりだす労働としてあらわれるという，このよう

との ，さらにさかのぼって，高品のa
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，使用髄鍍は，けっして生産物の使用傾額一般には解消されえない特殊な形態

なっていることを合意ぜしめる。

マルクスもこの点について，縮機殖:品種J(l)留頭において，とく

あたえている。 r~設立宝物一一…資本家の五年有物一一ぺL 糸・長戦などとい

うひと

自

?抗、ては?ぞれ

れるもので;主:ナっしてなし、。 ，ぃ L ぺ二

は，総じてそれ

今、，またその限りでのみを主義されるのて、ある。J13)

つまり生産物が高品形襲攻とらないば止るいは，その使用師範は「それ自

る 。〉

ところがし、まや，

り， したがってこの使用制飽きとつくる兵体的有用

との矛j官において存在しているので誌なし、

してなしづ臨1誌の

で「あるがゆえにのみヲまた

Aの

，符

{克用{凶{遼は，たんに

“その限りその

ための

されるJことになり， ， {，街{直の生産と

くなる O

さ」

れていなくてはならなかったのは，こ おける使用組縫の，夜用イ限強

との形1.議院関連における消極性であり，これこそ‘

しつつ存在する使用価値規定の援本的特質であつ

ようにザルクスは，そこて、は?ニ。ところ

どうあろうとも として一般的に説

、では，そ

として，斑品の使用{尚徳の

しながら，しかもそれ以上にたちいってこの使用価{症が

、て「交換{温の質料的担い手Jたりうるかにつ

したのちに， rわれわれによって

:れらは問

特殊性につい

どのよう

いてはふれることなく，むし しめ

3 
4 

ζ“ 

らわれるのは，つい

しつつ，こ せどもと
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めて， i諸商品のきど換関係者どはっきり特徴づけるものは， iさ立それら

使用価値の捨象であるJ14)として，いわゆる「蒸瀦訣Jによる舗値議体の検

る退穏においてである。しかしγ ルクス自身緩鑑形態識の畏開に

おL、てあきらかにしたように， i籍商品の交換関係てどはつをり特製づ:ナるも

のは，まさにJこの交換関係における，使用{耐患の消極的条約二として

る。荷品の縁組iま，それ自体においてあらわれることはでをず，かな

らず他の商品の使用翻値をもってしか表現されえないという点こそ，商品経

とL、う社会的物質代謝の特殊な媒介形式の基本的性質をなすもの

て，他の社会形態においては「それ自身のためにさ愛されjた使用価値が，商

、ては{出龍関係三ど媒介にして間接的に f愛され」るにすぎないこ

とにた Qo

i関経形態がたんに商品の髄飽の形態にとどまるもの℃、なく，その使用ι価値

によって媒介された{illi億形態であり，その点からいえば，高I52lの謡館規定は

斑品の使用組{窓競定を媒介にして，はじめて現実的な価値形態とレて

されうるのである。商品における価備と使用翻値との際連をこのような

ものとして把握するならば，資本の生室長過程における労鶴過翠と髄鑑形成過

との ゼ」

されなお答なくてはならないだろう。

ナなわち社会形態にかかわりない

具体的有馬労働ζ よる使用穣偵の

会:人間労慢の一定構成部分の支出とし℃

もとニ震性をともゥた労畿の実現過程としての

て，あきらかに次のよう

，それ I~ 身において，

るとともに，その社会総、体の

る。このようにもと

において資本の今夜謁綜と Lて特殊会守形態設定をあたえられることによっ

て，抽象的人関労i識による衛品の価銭形成過程と， よる

としてるらわれることになる。 F資本論Jにおいて法ラ

あらゆ しての労働j最程2:，使用器艇の形成と

いう自はおし、て るとともに，商

おいては，それが価値形成過程として らのみ鼠ら
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るJとして， ¥， と る特殊なあ と

しての経済法則と えている点が特徴的であ

つずこ。 しカミ ょう?こ それ自 いて一般

的な禁致続犠さともっているからこそ，またあらゆる社会形離に共通する

的実体たりうるのであるo ~ 、ずれの社会においても，その社会が，人間の白

然との物質抗議!を弱立的に遂行するひとつの独立した康史的形成体たるかぎ

り，そ とする を..:その社会の自由

にしうる「人織的労織の相異なる鰭様式jにおける実現をとおして処理しう

る，労{翠jの費量的編命IJを維持しており，その賞金縞舗が商品経済に媒介され

た特殊な形式せどもつ費量鱗昔話としてあらわれるのが，

ほかならなL、したがって資本家的生産逃程における特有の賞最踊斜

は， 子資本総jにおけるごとき，労働逃建一般の f震的」規定住と鯨鑑形成

との対~においてでなく，特殊援史的競走性をも

自体における，商品の使用倍鐙形成議翠という

性と商品の掻筒形成退翠という

外にないのであるo !i) 

の対誌においてあたえられる以

注〉 了資本論3ではすで、にみたように， r人間が人間の怠然との資料変換なかれ鼠身
の行為によって媒介し，設秘し，統秘する一過滋jとしての「労働過程Jと，この

f全iiE程をその成長さずこる生産物の立場から若手察Jしたばあいに f労働ザー設と労働対
象とがともにさEs左手段として現象し，労働そのものはさ住建立さ労働として現象するj
局聞とを区別し恥ている。しか~，このふたつの過裂はなお「労働i遇税J と f生産汲

程jとして絞念的に00磯に異った規定伎において抱緩されているのではなし、。人間

の主体的な労{叫il!J濯が，その f生成物の立場」からすれば客綴的な過程としてあら

われるといきことの芳、畿が，マノレタスにおいてはなお銭畿で、なかったものと思われ

る。そして，このぷが，生産逃穣における労働の二震性，したがって笈た資本家的

生産過程における労働のニ援伎の潔解に混乱含もちこんだひとつの設要注理由にた立

っている ο これたき受理して，労働過滋と ~tg長過程とにおける幾定伎の差異をあきら

かにし経済学的総務として袴漢を朗被に窓別されたのは，宇野救援の f経済原

におけるひとつの漆婆な成果wとあった。

重性についてのわれわれのこれまでのお檎も，基ヌぬきにはこの救援の方法にしたが

ったものにほかならないが，しかし， '-の教授の方法によりながら，
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と主E.iA5I11i怨の災体的な理解において， If資本論Jおよび F経済原読者』とは黙った解

釈をしめず綾子の主張がある。それらについてp ここに簡単な考察をあたえておき

Tこし、。

その第1は大内秀務氏の次のような主張であるo，Eとは「労働)nき総J~ニ r1=.淀過

程J とさ~，ともに f鐙歴史的役おj においてとらえる宇野数授の方法にしたがし、な

がら「ただいずれも〔了経済潔論Jおよび鈴木鴻ー潔教授綴 F経済学原主主議Jをさ
す…・引f目立話〕

"な合滋!均的活動と しては，それ

が念体的性格をもつことからいっても，抽象的人間労働が解明で、きるようにおもわ

れる。Jcr労働総悠設の論議EωJr:経済学Jilf~25老会第 2 -5予所i弘 44]変〉として，労働

と絡略的に広泌された

うちにふく玄れているとするのかp 明石去に捉えがたいが，もし前者であるとすれば

「労{効の二重性j会「役立f';l&程jであきらかにするという IIR言論jないし『際恕
議Jの立場に爽論をはさむ波拠はなくなるのだから，おそらく合意するところは
後えきであろうと添われる。しかしそうとすれば「労働逃程jなる緩念にたいし

て，あらためで「この全;l&i釜安その総楽である生産物の3工場からjみなおすことに

よって， r9:Y・織力の、磁波を?生産過程JとしてみるJC向上p 潟支〉というあらた

てみるJことは，大内E去のいうように，ただちに
総聞からみることJを意旅するものではない。

よって，はじめて f労働遜綴Jが， 具体的有用労働と
穏であることがるきらかになるのであり，ぎゃくにいえば， r労滋逃総jは『資本
総』で、いうようにたんなる反主体的手室用労憾の対象化;邑綴として規定されるのではな

く， r人践と厳然とのあいだの-}駅長jな「合践的的な活動または労働そのもの，
それの対象9 およびその手段jという f街詩まな諸契機Jでとらえるのであり p した
がってここではまだ，労働の始象没も具体性も概念的にi哀別することのできぬもの

として米分化のiどま人隠の主体的活動のうちに包淡されているのである。このよう

な人間の主体的活動治穏が「生産物の3工場から」把怒されることによってF はじめ

て労働力も生産手段とともに生産過怨における雰観的探索として規定三されると照時

に，この過綴は，ゑ建物さと生成しつつこの生綾物によってさらに媒介された有機的

関連合もつ鈎E目的生皮逃稜の集会としての社会的生窓過程として箆定されるのであ
り，ここにおいてはじめて，人際労働はその有用性と効象伎と

のうもにとらえられることになる。こうして?労働洛怨Jみ「生産過程jとた範礎
的に区別することは，同時に f労働jl&懇Jとr1=.i1き過程jとにおける人間労憾の規
定性の相爽をあきらかにすることであって， r労働Aき綬jにおいてすでに「労働
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のニ重性Jがj鮮明できるものであれば，もともとこれにたいして「生皮物の立滋か

らJ r~ミ産過程J なる幾った規定伎なあたえる必至さもなかったのである。

生jfA過程における人間労働の解釈についての第2の問題点をしめ?のは，問

氏?とよる次のような主張である。 庁資本論jで、も宇野『原論』でも ul家芝主総H鈴
木編「経淡学!京慾論jをさずい・・・.iJI用者〉で、も，生産手段に対象化ミされている労働

りだしたにとど変るもの叱とあって手

させるようなもので、はない。移転さ必るものは， :iill象的人間労働と考えるよりほか

にある1まい。したがって劫委員約人持労働は，労働を移転さ完全ることと，労働さと約

加することな同時にま占こなうのであり，もっと正後には，労働を移転さそることに

よって労働を附設するのである。JC日高後F経済原論，s62~63亥) r令mz過怨Jで
は， 1関知的生漆過程自体が，すでに他の佐渡過程との箆係に才すいて，その生産物を

自己の生産手段および労{勤者の生活資料としてたがいに前提しあう F ひとつの役会

もつ生成過程の一銭主主要予誌としてあらわれ， したがって「生産過

程jにおける生産的労働は，一言霊では肉質的な校会的総労働の可1泳部分であるとと
いう特殊な

じて生渡

しつつある，特殊的労織としてあらわれるのである。具体性と抽象住とにおける労

働の鋭定性とは，このような社会的労働のお織的配分右前提とした，その全体と各

構成婆畿とのあいだの質経綴鋭における労働犯握以外のなにものでもない。したが

って資ヱド家的生成過怨において抽象的人間労機会2価鐙な形成するというのは，この

しての規定住における労働の務ぬ形態をとおし

てのるらわれであ0C1)にたいし具体的有用労働は，生mz過程においてF 特殊な使
用儲飽をもっ生産手設を消費しつつ，特殊なさとむ協を生産するかぎりにおいて3 具

、ては，商品の使用綴磁

をつくりだす労働としてあらわれるのである。つまり 7具体的有用労働は， fほの生産

過程の化産物告さp その消準記念とおして五jj3C1)生産物の使用鏑銭形成にゃくだたせる

ことによって，側々の生産滋怒さど結合しつつ，社会治生産過程の…終殊部門たらし

めているのである。この過怨が社会的総労織の配分過程として総括2されるならば，

としてあらわれ，資本家的生産湯穏においては，主主体的有用労働によって，生産設そ予

段の筒僚が新生産物に移転される汲程としてあらわれることになる。じっさい日高

氏も「よ主体的有用労働は…日生霊霊祭設としヴヰkfffl'めさど消授し，新しい生成物という

という競走
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産物のさゑjgf3過程の問題なのであって，この具体的な逃裂が同時に，この生渡tめにf*
化された総象的人間労働ないし綴綴というま延滞性において考察されるならばp

手段に体化されている始象的人間労働ないし俗i1疫の生産物への移転過怒としてあら

われるのであって，

{滋も新たにつくりだされた仮il阪も，なんら質的ぽ別をどもたない役会的側{霞の一定1iT

綾部分として計;監されることになるのマおる。始象的人間労働は，いかなる生産物

らj耐震食されていると問時に，この生産過

、えないことは自

切であろう。

もかかわりなく

と

され

いついで「議品の生産過程J'a: 1労犠

るという編)3IJ構成そのものが，

根本的に訂正されざるたえないことはあ~らかであろう。つまり「術品の

が)fl寄品の使用髄鎮の生産過程と商品の{函龍の生建造載との説…と

して規定されるとすれば，その諮譲となるあらゆ

体としての生産量過殺は，たんなる使用髄植の生産過躍としての労滋議製では

なく，これもまた具体的有用労機と抽象的人間労翰との二街的過棋の統ーと

しての生産過程一般として把擦されねばならないということである。

『資本論jにおいては， i労鎖的;を「さしあたり，人間とf=l然とのあいだ

の一過程，すなわち多それにおいて人間が人;認の患然との質料変良をかれ自

身の行為によって接介し，規制し，総説する

fもしひとが，会過程をその成果たる

働手段と労議対象とはとも

労識として現象ずるJ15)とレて，

ことによって，たんなる「タ幻致Jとことなる

きだしている。

「労働手段と労織対象J とが

二

労

シりのたし

もの

らj把握しな

の v、

のものJが

として る」この

と区53IJされた，あらゆる社会形態に共溜な る f立
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場jにほかならない。なぜなら

「人!習の欲望のための際然的なるもの

るための令目前々活動ム

， r人裁と自然との問の繁栄f変

， r人間生活・の永遠的な自然、条件J16)としての労鶴過程の考

は人間とその労繭，他方の{日Ijに立自然、とその質料j

を?盟主主するだけで、 f充分で、あったjのにたいして，この労働過程が，

ら込独立したものであり，人爵生活のすべての社会

したものであるj とはいえ，人間がひと

体として密然にはたらきかける過程として，したがって錨々の人間は他の

!習の生産物言(，生綾子段あるいは生活資料として相正に前提しあい，この殺

体的な入荷労勢力の生産物'a:::媒介とする有機的総務Ijをとおして，その労機i品

されるという関連において望この過程が招擬されるならば，あ57ら

かにこれは f労勤務合{疫の労i勤者たちとの関係においてJr恕述jするもの

り，入閣の主体的活動としての労働過程を， 1隠JfJIJ的な生産過程のさE霊童物

な謀介としjくその集合としての有機的統一をなす全体的生産溺震として，

るJというのは，かくして穀7.JIJ的な具体的有用労働の遂行過程が，同時に龍

体的な}lfl象的人間労畿の可除部分の支出過躍として，ひとつの全体的有機的

関連のもと しつつ， しめられていることたあきらか

る立場にたつことた意味するのである。

マルクスは一方ではこのように，たんなる「労働潜程」とは異なる

物の立場Jにもとづいた[会過程jの客観的抱曜の握点なうちだしながら今

しかも他方では， r労{鈴i品程jさとたんなる使用範{直形成過程へと解出ずるこ
とによって，労働の二重性によって規定された

立することに失敗したor資本総』の欝頭に:j:品、で， 商品の使用部1院を使用
鑓鑑…般へと解消し，縮会値によって媒介された使用倒備とじて把j皆ずること

によって溺品のご震性、公明確に措定しえなかったのと対応して，ここでは荷

車Iの使用額{誌なっくりだす労欝を，使用価値一般をつくりだす労畿へと

し，これをあらゆる社会に共i遣する労働遇税としてとらえることによって，
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生産物の生産過程それ自体に労働の二重性が経済原則として貫徹せざるをえ

ない点が看過されることになったのである。

さて，このように労働力の使用の過程を，たんに「人間と自然とのあいだ

の一過程Jとしての「労働過程Jに限定することなく，この労働過程を基礎

とした生産物の生産過程として，つまり抽象的人間労働と具体的有用労働と

のこ面的過程として有機的質量編制をもっ「生産過程j として把握するなら‘

ぱ，われわれはこの超箆史的な生産過程における労働を，同時に「生産的労

働」として規定することになる。すなわち歴史的社会構成体の物質的基礎と

しての生産過程においては，人間労働はかならず一定の剰余労働をともなう

生産的労働としてあらわれざるなえなし、。このことは人間の生産過程が，か

ならず孤立的な人間ではなく，一定の社会的媒介によって結合された人間に

よる生産過程としておこなわれざるをえないこととともに，人間が人間とし

ての主体性においてその自然との物質代謝を遂行するための根本的前提をな

す。いいかえれば，孤立的人間としては，あるいはまた剰余労働を欠く労働

によっては，人間は自然との物質代謝の関係において，人間としての主体性

を維持し発展せしめることはできないのであり，その活動はマノレグスのいわ

ゆる「その最初の本能的形態をまだ脱却していなかったような状態Jで、あっ

て， I人聞にのみ属するような形態をとる労働J17)とはし、し、えないのである。

いかなる社会においても，その社会の経済的実体をなす生産過程が，抽象的

人間労働の社会的配分をとおしての具体的有用労働としての遂行とL、うこ面

的過程としてあたえられるとともに，その労働が生産的労働として，必要労

働と剰余労働との関連においてあらわれざるをえないとすれば，このような

生産過程をその流通形態の内部に完全に包摂することによって， r商品生産」

を「はじめて生産の正常的・支配的な性格」において完成する「資本家的生

産の基礎上」で，この「生産過程」における経済原則が流通形態における価

値関係をいかに規制し，商品形態をとおしていかに自己を実現することにな

るかが，間わるべき次の課題であり，そしてこの課題の解決が，同時に資本

家的生産様式における価値法則の根拠の解明をなすことになる。
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1) r資』②321頁。
2) r資』②343頁。
3) r資J ②355~356頁。

4) r資』①115頁。
5) r資』①114J'(。
6) r資』①125頁。
7) r資』①178~179賞。

8) r資J①179頁。
9) r資J①180頁。
10) r資』①181J'(。
11) r資J①180頁。
12) r資Jl<1l182頁。
13) r資』②342頁。
14) r資J②117頁。
15) r資J②335頁。
16) r資J②339頁。
17) I!資』②330頁。

4 

すでにみてきたように，流通形態としての資本形式の発展を推進する矛盾

は，価値が自己1曽殖する価値としてその運動体としての自立性を要請されな

がら，その価値増殖の根拠をなす，媒介する流通界がたんなる流通界として

もつ制約のゆえに，その価値増殖を，自己の運動過程の内部に根拠をもっ自

己増殖としておこないえない点にあった。もちろん商人資本形式の資本にお

いては，このことは直接的にその運動の内部矛盾を展開するものではない

が，自己増殖する価値の運動体たるべき資本の基本的要請が，金貸資本形式

の資本においていわば形式的に達成されると，この矛盾は現実的矛盾として

この資本形式に制約をあたえることになる。すなわち G…G'形式において

は，利子率として，資本の増殖が客観的統一性をもってあらわれるととも

に，この利子率自体は金貸資本形式の資本にとってはまったくその外部から

あたえられる，主体的活動の余地を完全に喪失した客観的規定性をなすこと

になるO ここにおいて自己増殖する価値の運動体としての資本の本質が，形
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式的に達成されるとともに，実質的に否定されるのである。産業資本形式の

資本の展開は，金貸資本形式の資本において措定された流通形態の最高に発

展した矛盾を，根本的に止揚するものとしてあらわれる。

したがって，この資本形式において流通形態が包摂する生産過程は，あら

ゆる社会形態を通じて人間社会の経済的構造の実体をなすところの，有機的

編制をもっ総体的な生産過程で、あって，たんなる個別的な生産過程ではな

い。抽象的人間労働の有機的配分によって媒介された具体的有用労働の統合

として，それ自体において超歴史的な人聞の経済生活の質量的編制をなすと

ともに，必要労働と剰余労働との一定の客観的比率によって規定された生産

的労働の総体として把握される，マノレグスのいわゆる「生産一般Jにほかな

らなし、。そして，このような「生産一般」をその内部に包摂した流通形態は，

それ以前のたんなる流通形態のもっていた社会的物質代謝の部分的媒介機構

という性格をまったく払拭して，人間の社会的生産過程の全面的媒介機構へ

と転化するとともに，かえってその価値関係は，たんなる流通形態における

ような自立性を完全に喪失して，その内部の「生産一般」における抽象的人

間労働の量的比率の単純なる反射機構へと変質することになる。

もともと自己増殖しつつある運動体としての価値一一資本一一一範時の成立

は，その媒介する流通界が部分的流通界であることを根拠とするものであっ

て，この資本形態の発展は，したがって，この流通界の部分性にもとづくそ

の価値増殖の限界と，それを克服しようとする価値増殖の一般的確立の要請

とのあいだの矛盾の具体的展開にほかならなかった。つまり資本形態の発展

とは，たんなる流通関係をとおしての価値増殖にとどまるかぎり，価倍増殖

の一般的確立が不可能であることを論証する過程であるといってよし、。 i等

価物同志が交換されるならば，剰余価値は生じなし、。流通または商品交換は

なんらの価値も創遣しないのである。」めというマノレクスの「貨幣の資本への

転化」の章における指摘は，ここで前提としているG-W-G'が媒介する商

品流通を，すでに産業資本の流通表面としてしかあたえられない，社会的再

生産過程の全面的媒介機構としての「商品交換」して把握したことにもとづ
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く価値増殖の壊J誌の否定であり，そのかぎりでは，純粋なG-W-G'形式に

おける様鰻増殖の根拠の欠おの指摘とはいし、えないのであるが、しかし橿鍛

増薙の統一的社会関係の内部に叙ける成立を解明するためには，まず単純流

璃における

にしているという点か ， 、句伊

としなくてはならないこと

'g 

きらか

マ
心

ための不可欠の指譲といわねばならない。

ただしかし，この論証が， γ ノレタスにおけるように，

るさ卒側交換の総社会主守支配合前提として，そこにがける鵠銭土話題の不

可能性をあきらかにすることによって，生産過視に基礎づけらわした価値増殖

の必然性さととくかぎり，これは一識のトート Pギー的説明にナ

{罰{議増液の産業資本における一般的確立か豆、然性従証明するものとはし、えな

いのである。

ところがこれにたいして，読通形態を流通形懇として純粋に諮認するなら

ば，必然的にこの流逮関係を前提として，島日消賊する{海銀という資本の流

通形態としての鈍定が自立Ei判官鰐としてあたえられるとともに，t.こんな

通関係におけるその資本としての一般的確立U猿拠の欠餌もまた向特にあe"

らかにせられることになる。これこそ繁本の稼業資本としての礁立の必然設

な，問時に術品経済による社会的再生産の全額岱支裂の必然的進訟のうちに

あきらかにするものであり，また部分的流通界の統一的流議界への発燥によ

って，流通過妻去における価総よ語源の完全なる否定と，生産道擦にもとづく髄

徳増殖の全社会的関強における確立の必然患をるきらかにするむのである。

をその内部に包践した資本G-W"，P…W'-G'にあっては，
その資本の務部的存立も， f生産一般」の根本的共連性のうちに集約されて，

註置づけられる

有機的機j支部分の

として;土まったく

また

る のたんなる

は，この

として

の

しての相互的関漆のうちに解消されて，

持質的関係会長重誇しつつ一一マルクス 0)1，、わゆる

ん も創造しなLゴ一一， r生産一般Jの諸
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分肢の担当者たるかぎりにおし、て，その価値関係は一般的に規制されること

になる。

しかし「生産一般」をその内部に包摂することによって，資本はひとつの

社会的経済構造を全面的に支配する自立的生産様式として確立するといって

も，あくまで主体的な人間の労働過程に媒介された生産過程を，物としての

資本の運動過程の内部に措定することによってこれを遂行するので、あって，

直接的人間関係をとおしてこの生産過程を支配する他のあらゆる生産様式と

は，その点において根本的にことなる。すなわち直接的人間関係から疎外さ

れた，物と物との客体的関係として成立している資本にとっては，直接的に

この生産過程の全面的支配を遂行することは不可能で、あって，この労働過程

の主体としての人間の労働力を資本との関係において物化することによっ

て，つまり商品化することによって支配しつつ，この関係をとおしていわば

間接的に社会的生産過程にたいする全面的支配を完成することになるのであ

る。

まさにこの点に，資本主義社会における価値法則の確立の論証をめぐる根

本的な難かしさがある。

すなわち資本主義社会も，他のあらゆる社会構成体と同様に，資本が「生

産一般」を完全に支配することによってひとつの自立的社会構成体として存

立しうるのであり，このような完成した自立的生産様式としてはじめて「生

産一般」における経済原則が，特殊な商品経済的関連のうちに，その社会の

基本的関係を規制する経済法則として発現することになるのであるが，しか

し資本主義社会の現実的機構としては，個別資本の私的生産過程として，い

わゆる自由競争に媒介された無政府的生産のうちに，この「生産一般」の特

殊部分を把握しうるにすぎないのであって，資本はただちに「生産一般」を

全面的に把握した「資本一般」として確立しているのではなく，したがって

理論的にそのようなものとして直接的に規定するわけにはいかないというこ

と，これである。

もちろんこれらの個別資本も，その集合としての総資本のー構成要素とし
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て，はじめて の鑓{霞増殖の基礎とする産業資本として

ないうるのであるが，間魁は，たんなる個別資本の集合によ

っては，この総費ヌドの規定自体がみちびきだしえない点、におる。劉73IJ的産業

それぞれの特殊部{短期的議毅領域において機能しながら，よその総体

的社会資本の構成要素たりうるためには，まず議本的にそれらの全体的関連

において，労{効力をつねに商品としてま護持しうるものでなくてはならない。

もっとも労瀦力との関連においても，個別資本は， i藍接的にはその資本にお

いて稼鶴せしめる労畿カと関連しうるにとどまるのであり，しかも，この労

とひきかえにそれを障生産する ので、あって，労議

力主ど蒋生産するに必要な生活資料を蔽接に供結ずるわけではない。しか

接的労働者は，いかなる社会にあってもその必要労働部分を金額資料として

消費しないかぎり，その労働力の社会的再生産を維持することはできないの

って， r生産一般jからする資本への外的翠舗は， iEず資本が生産過程
るための根本的前捷として，労{動力商品にたし、し，

る る労働時間を基準として賞金泳支払わねば、ならぬ，

にたいじて幅値どおりに支払わねばならぬという関係をとおしておこなわれ

る。 1-生産…毅J~ピ「生産一般j たらしめZ>2!査本的条件でるる，労i勤者が岳

己の労{致臼のうちの

ことによっ

として被保し，これを箔設する

しうるという経済欝躍が，資本にとっ

てその成立の根拠である労織力会確保するためには，労働者の必要労機時間

の体先物である生活資料を，質金形態をとおしてひきわ九さねばならないと

いう特殊形態においてあらわれるのである O

る，労働力商品のj以上のような佼置と機能とを媒

介として，あらゆる商品の綴鑑関係が婁その生産に必要とする労識のま訟によ

って規制されざるたえないことな議寵したのは，いうまでもなく

授の F懇請潔言語~ c.以下 F原議iと略称する〉であった。

教護は…ガでは，単純流通において纏鑑の爽体規定をあたえる?ノレクスの

方法を排除、し，商品・貨幣・資本合総粋な流通形態の議開としてあき
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するとともに，他方では，労働過程と生産過程とを範時的に区別jし，労働の

二重性と生産的労働の概念とを，あらゆる社会形態に共通する生産過程一般

において規定することによって，このような生産過程を流通形態をもって完

全に包摂した資本家的生産過程においてはじめて投下労働量による価値規制

の全面化を論証するとし、う方法を確立された。

教授はまず「生産過程における労働の二重性」の説明において， r例えば

10斤の綿花と 1台の紡積機械とをもって(もちろん，簡単にするために一切

の生産手段をこの 2つで代表させるのであるが) 6時間の労働によって10斤

の綿糸が生産される」ばあい， r仮に10斤の綿花に20時間の労働を要し，機

械の生産にも幾時聞かを要するものとして，この紡績労働過程中に消耗され

る部分が4時間分の労働生産物に相当するとすれば，生産手段自身にすでに

24時間の労働を必要としていることになる。そこで綿糸10斤は，単に6時間

の労働生産物ではなく， 24時間の過去の労働に6時間の紡績過程の労働を加

えた30時間の労働の生産物で、あるJ2)ことをあきらかにされたのち，この関

係が「資本の生産過程においては，例えば前例の紡績労働で使用せられる綿

花や機械が商品として購入されるばかりでなく，労働力もまた一日幾志と

か，幾円とかし、う賃銀を支払って購入せられるJ3)ことによって，次のよう

な形態規定があたえられるとされる。 r今，かりにこの労働力の生産に要す

る労働時間，し、い換えれば労働者1日の生活資料の生産に要する労働時間を

6時間とすれば，上例の30時間の労働の生産物たる10斤の綿糸のうち 2斤

の綿糸の代価は，資本家にとってはその労働者に支払った賃銀を回収する

に役立つこととなるであろう。 1労働時間の生産物が0.5志に価するとすれ

ば，労働者は賃銀として 3志を得ていることになり，資本家は2斤の綿糸を

3志に販売すればよいことになる。もちろん，労働者はその 3志をもって生

活資料を購入して消費するわけで，紡績資本家の下で自ら生産した綿糸2斤

を直ちに生活資料として買戻すわけで、はなし、。しかし生活資料を生産する資

本家は，労働者にこの 3志に対して 6時間の労働生産物を坂売することにな

るであろう。もしこの資本家がこれに対して 5時間の労働生産物しか渡さな
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かったとすれば，ま

として販売するの

1に労i勤務はその生活を維持し労i効力主ど:再び蕗品

こことになる。 の労{協力三ど3

てはいられないで、あろう。また第2¥1こはその 他の

して 2 部えば勤務資本家からは6時間の

ら，自らは5時期の生産物を前額労弱者に 3

さと3事で賢いなが

るということになり，結

る J 

l， 

売って紡総業きと継続している理Eおはなし、。他により

3 

がありなが

ら，斡績業主ど続けるということは資本家としては意味のないことである。も

ちろん実療上は遮ちに他の卒業に転ずるということはないであろう。しかし

少くとも新しく資本を投ずるものは，より有利なる事業会選ぶものと考えて

よいのであって，生活資料の生産をなす資本家も，その 5時間の生産物を3

るという者利な取引を続けているわけにはし、かなし、。かくして労j効力

も，生活資料も，時と場合によっては種々なる髄格合もって脹詫されるので

るが，しかしつねに繰り返えして生設されなければならない

て，個々の資本家と労{識者との需の交換関係は，飽の してではあ

るが，一般社会的に

ざるを得ないの

よって規制せられ

る。商品としての労働力の繍値はかくして労{勤務l日の

る労働時認によって決定せられることとなるのである

が，この関係はすでに上述するところからも切らかなよう

銀と生活資料との諮係に降られるというものではないりの

ここで，まずわ丸われに奇異に感ぜられるのは，この労働力の鶴値規定を

基礎にして，あらゆる商品の f労勤時鶏を基準jにした挺{遊説棋の貫徹をる

きらかにする部解の

る労働時舗を6待問と

おし、て r労感者の 1日

，上併の30時額の労働の生産物たる10斤の綿糸

のうち， 2 の綿糸の代摘は，資本家にとっては，その労勤務に支払っ

銀を回収するに役立つこととなる」という関係がまず想、定されていることで

ある。 しうるにたるものとして多 6r待関分の生

しうる価j度額でなくてはならないとしても， 0) 



経済学研究第14挙第3琴

としての rlOJfの綿糸のうち， 2 f子の綿糸の代織j もって内「支払っ
際lJ以ずるJというばあいには，当然10斤の綿糸は，それきど生産する、

に要する労務持誌な基準にして売られるという関係が前提とされていなくて

はならないであろうc 問題はしかし，続綴資本家がそのお汗の生産物な， 1可

76 

としてそれを生震設するに必要な労{勤時間を基準にして販売しうるか，

ということーなあった。紡績資本家践身にとづては，そ

に決定されるかということとフ労働者にたいして幾仰の費金を交払わなくて

はならないかということとは，護接的には判ら関係のないふたつの異紫な11号i

るをえないのである。

の1労動持熊の生産物すと0.5 ざ

惑としてあ

もっとも，

ゐをえないという関係は，上の51!詩文にあきらかなように，さら

されるものとして説明されてい

る。したがって ，その1ft奪跨るたりの

，労働者の労震を媒介として説明さ

これと分離して，数議室資本家がその生産物を投下労

0.5 

れるのにたいして，

ざるi;r:

と

り

こ

す
として，

されることになるとしても，この

な

支で拡大されるためには，さ

らぬとすれば，この資本の競争議裂を制約するそれ

とし

丹九十tこと極り潟1十 VJ..， ~際詩的出いはいかに処理されるべきか，という

題である。じっぢいこの点てとめぐって，すでに教綬の価値法郊の言語i証過穏に

たし、ずる若干の異論が提出されているのであってきさらにこの問題を安破口

として，労機鵠{産設にたいする全諮的な否定安長する総務さえあらわれる

にいたってし、る。

たと

〈但し， で&:t -経済原論j よっている
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ため 1労働時間の主主建物の都銀は， O. 

τの他の説明は玄ったく F原論』と問

なおこなってし、る。 Iここでは①労働力

ること，必要労機と労貨との

る

く100汚となっているが，

|用しつつ次のような批判

よって決定され

必要労働によ

いる。①

うるについては， 1日傍iし、て 1s 

ことヵし

生

と

し
た

か

で

れ

し

例

さ

ο

上

・

る

よ

O

J

j

 

る

と

れf.こなう

活資料資*=家による 6

すれば，その復援のうえでのみ 6

ものではないから，それからず

労働時間を藍接表示する等{国交換として成立するということにはならな

い。上弱では生活資料資本家の生産物6時期分が，結畿資本家の生産物6時

艶分と交換される根拠に，労設が600丹であること，および再資本家の f利

益を得ること』つまり利潟率の;均等化があげられてL、る。しかし，労賃600

拘は仮定にすぎ沿いし，利i関率の均等化さと根拠にあげることはう当然価格表

現としての生産錨格安考えることにならざるたえなし、だとナれば，一般高

r品のあいだに等髄交換の成立しえなし

はならないようにおもわれる

大内氏の批判の誤自は，

とはなっても，

された師値から しているとし、う

り，

あるO したがっ

よって規制

を

4媒介として，その生諮資料を資本家から~うとしても，その

生産錨J憾で売畏さされるために，宇野教援の設例のばあいに，賃金が600円に

さ?玄るというのは，このような生活資料の生窓髄絡が600内て‘ある

とした，たんなる f仮定Jにすぎないというのである。もとより
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の説明においては，労働者が買いもどす生活資料の価値は， rたまたま 600、

円と仮定されjているのではない。 1労働時間の生産物が0.5志乃至 100円

に値いするというのは仮定であるが，これはどう仮定したところで，価値法

則の根拠の論証には本質的影響をあたえない仮定である。そしてこの仮定の

上にたてば，労働者が600円でその生活資料を買い戻さねばならぬという

関係は，資本家的生産様式を自立的な生産様式として前提するかぎり，必然

的に要請される内的関連となる。ただ問題は，この過程と対応する生活資料

生産資本家と紡績資本家との間の関係が，宇野教授にあっても，すでに各資

本の自由に「有利な事業を選ぶ」競合過程として想定されていることである。

大内氏の批判も，基本的には，これを「利潤率の均等化」過程として把握し，

均等なる利潤率をめぐる競争過程を導入するかぎり，すでに『原論』におい

ても生産価格を基準とした商品売買への転化を前提しつつ価値法則の論証を

おこなっているものとしなければならず，これはむしろ「等価交換の成立し

ない根拠」をしめすものではないか，というのである。かくて大内氏におい

ては，価値法則は「等価交換の法則」としては否定され，たんに「再生産の

実体的条件を示すものに限定」めして把樫されるにとどまっている。

ほほ同ーの視点から，宇野教授の価値法則の論証を奇定するものに，小林

弥六氏の次のような主張がある。氏もさきの宇野教授の『原論』の部分を引

用しつつ， r労働力の価格がその労働力の再生産に要する生活資料によって
規制されるということも，教授のようにし、し、きれるかどうか疑問である。

労働力の再生産に要する生活資料の種類，数量は，一般商品の生産における

原料，機械，労働の必要量ほどに明確にさだまるものではない。ある程度幅

のある概念である。だがかりに賃金がこの一定水準に定まるにしても，それ

は生活資料の一定量を購入しうる貨幣額に定まることを意味するのみで，生

活資料がし、かなる価格で売買されるかとは一応別問題である。体化労働に直

接規制される形で価値関係が定まることを意味するものではなし、。けっきょ

く生活資料やその他の諸商品の価格は， rr他により有利な事業がありながら，

紡績業を続けるということは，資本家としては意味のないことである』と教
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援のいわれるよう ょっ鐙なるというほかない。もしそう

るならば，等価交換でなく

らぬであろう。つ玄り

そが，そのけっ

となり，

うじて諾

蕗体が他資本の生産物注生産手段として用いるとL、う相瓦の連察室fもつ

が，さらに労檎力作再生産歩合鱗介す

うじてのみでなく，

されている。この資本と

としつつ諦成される諸資本の競争により諸荷陥の{問題箆係が成立するという

のであるO このようにし される髄{産関保は教授のいうような体化労鈎

に比例ナる諸高i患の穏悠関係-e、はなく

いかと考えられるoJ7)

小林氏の批判も，大内氏のそれとまったく 宇野救援によるこの労働

カの価値規定合模介とする，あらゆる高品における儲{護法廷百の貫撤の論誌

も，認 f資本の競争jをど前提とするかぎり， r毒事{僚交換ではなく
な結果することになり，したがってむしろ待値交換としての儲値法

しめすことになる，というのである。すでにみたように，宇野教

自体に，ここのような批判を透発する要障がふくまれていること

しがたいであろう O

かくてわれわれは，さらに宇野教授によって議示された，

式における舗値法則の確立をど労働力商品の鎮祭競定な議軸として解明すると

L 、う， よ二 長i体!，こ内在する揮題点の究明へとむかわざるをどえなし、。

そしてこ の解明言どとおして，はじめて f資本論jの体系的構造の事ih点

らかにされるのであり，い

その核心におい ること

1)ミ3②309si:。
2) :宇野弘絞『経済E言論・上巻~ 93si:o C以下
3) n碍制約頁。
4) 涼論j幸吉-101賞。

る。

と略称する。〉
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5)大内秀明「生産価格と価値法則JC鈴木鴻一郎編『利潤論研究』所収)102~1 

03頁。

6)大内「生産価格と価値法則J104頁。

7)小林弥六「価低形成・増獄過程の内突Jcr経済学季報」第13巻，第1，2号所
収)30~31頁。

5 

『資本論Jでは周知のように，第3巻の冒頭において，第1巻，第2巻，

第 3巻のそれぞれにおける資本の取扱いかたの相異について，概括的な指摘

がおこなわれている。すなわち「第1巻で、はそれ自体として取りあげられた

資本家的生産過程が，直接的生産過程ー一一そこではまだこの過程外の事情の

あらゆる副次的影響が度外視される一ーとして提示する諸現象が研究され，j

第2巻では，この「車接的生産過程」が「流通過程によって補足される」と

ともに，その「第3篇で流通過程を社会的再生産過程の媒介として考察する

ことにより，資本家的生産過程は全体として考察すれば生産過程と流通過程

との統ーであることが明らかにされ」る。そして第3巻では「全体として考

察された資本の運動過程から生ずる具体的諸形態を発見して叙述するこ

とJが問題であり， r諸資本はその現実的運動では具体的諸形態……で対応
しJあい，したがって「資本の諸姿容は……社会の表面での種々の資本の相

互的行動たる競争中および、生産当事者たち自身の普通の意、識中にあらわれる

形態に一歩一歩と近づく j1) というのである。

この説明では，第1巻の「序章」部分をなす第1篇，第2篇の資本家的生

産様式にたいしてもつ意義についてはまったくふれられていないので，その

点についてはひとまずおけば，第1巻および第2巻での資本の把握とは，

「資本の運動過程から生ずる具体的諸形態Jつまり「社会の表面での種々の

資本の相互的行動たる競争」から抽象されたものとしての資本の把握である

ということができょう。 r経済学批判綱要Jのプランの表現にしたがうなら
ば，一応「多くの諸資本」にたし、する「資本一般j，r資本と労働との間の内
的関係」における資本の把撞といってよいであろう。第3巻での競争過程に
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おける諸資本にたいする，第1， 2巻でのこのような資本の把壌について，

宇野教授はさらに明確にその『際競jの f第2籍，生主主総Jのはど，めで次の

ような説明宏あたえておられる。

「こ

雪者姿〉 で

本家は臨兵興期iせjと

i熊鵠の関係，

るo ;i.: 

の第1巻第3篇から第2考会までに該当ずる…… 51用

と労働者との関係宏一般的に扱うのであって， 1騒々の資

るものとしてあらわれる O

との照会決は，なお問題となっていなL、その

の第3巻に該当する……引用務〉で明らかにされ

る関係は，資本家と労{縁者との関係が明らかにされないで

は明らかにしえ得ないのである。いずれも商品形態を基礎にするのではある

が，これらの欝係をすべて一様に取扱うことは，それぞれの性質を無視ナる

こととなるからである。J

このような第2窮と第3篇〈あるい 1， 2巻と筋3巻〉とにおける資

本の把握の相兵は，もちろん たいするたんなる外部院な

よってもたらされたものとじてはならなし、こ

自身が，資本家的生議様式の諸カデゴザーの体系的展開選懇によって

もたらされたのであり， u資本語』体系において務カテゴ翌ーがしめる
的1*11芸が， じつはこのカテゴヲーの把揺の仕方さと規制することになるのであ

るO

F資本論』体系の出発点をなす商品祇念が，もともと罰質的な鶴値関係に

おいて相互に異質な使用額値として対立しあう生窓物の特殊社会的な媒介形

し，物資代裁の無政府釣な競争関係に媒介された特殊な社会釣形式

にほかなあなかった。したがづて流濡穆態とは，側部的経済主体の自

に媒介された相友関連にほかなかず， p-l出競争は流選形態の存立の前提であ

るとともに，その議開。〉形式的条件をなしている。資本形態は，このような

のもづとも高度に発展した形式とじて，個別資本の自由な競争過程

を離れてはありえないことになる。

したがって商品，焚幣，資本という「ブルジョ る流
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通形態の展開をとく『資本論Jの「序章j部分は，すでに商品経済における

諸個別的主体の自由な相互的競争過程の考察をなしているのであって，資本

家同志の関係を捨象して労働者と資本家との一般的関係をとく第1巻，第3

篇以後の「資本一般Jの考察とは，その経済的カテゴリーの把握の仕方にお

いて根本的な相異をもっているのである。第3巻における， I社会の表面で

の種々の資本の相互的競争」のうちにあらわれる「資本の諸姿容Jの展開

は，第1巻第 1・2篇における流通形態論としての自由な競争過程論と，第

1巻第3篇以下の「資本一般J論との統ーとしてあたえられている。つまり

商品，貨幣，資本とし、う流通形態の展開は，私的所有を前提とする個別的経

済主体の自由な競争に媒介された運動機構のいわば原型を解明するものであ

り，資本の直接的生産過程にはじまる，その再生産過程の分析は，このよう

な流通形態をその根底においてささえ規制する資本家的生産様式の内的関係

をあきらかにするのであって，こうして第 3巻においては，この「資本一

般」の内的関係が，個別「資本の相互的行動たる競争」をとおして「社会の

表面jで具体化する過程をたどることによって，流通形態と生産過程との統

ーとしての資本家的生産様式の体系的構成を完成せしめることになるのであ

る。

このような流通形態論，生産過程論，その統一的総過程としての分配関係

論という資本家的生産様式の原理体系の有機的3部編成に対応して，この体

系の全過程をつらぬく基本関係としての価値と使用価値との関連の仕方も，

その各論理段階において，それぞれまったくー呉った規定性においてあらわれ

ることになる。

まず商品は価値形態の展開をとおして，自己の価値を他の商品の使用価値

で表現する関係を，商品と貨幣との対立的措定によって完成するが，さらに

この貨幣を媒介として形成された商品流通は，貨幣の価値尺度機能によっ

て，一定の価格体系としてその価値関係を客観的に確定することになる。貨

幣としての貨幣乃至資本としての貨幣の範時的展開は，このような商品流通

の価値関係が，それ自身変動しつつ新たな価値関係を形成する過程を，価格
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体系の相互的関連の媒介過壌としてあきらかにするものにほかならない。つ

まりたんなる流通形態としての翠本，寝入資本乃至金貸資本形式によっ

介された商品涜遇v.t，この資本の簸介によってその再的関係としての撞鐙関

，変言語過艇をとおして統一的に維持する形式を議戒しながら，なおたえ

ざる変動議翠の根拠自身は外部に前提与さざるをえないという点において，そ

の題健闘係における矛惑な露長きすることになるのである。

かくて産業資本による湾品流還の媒介は， j:こんなる形式的媒介℃、はなく，

として最定されることであり，

と との媒介過程として，

お{ずる一段階と されること る。

の支患を前提とする繕鐙法到の確立の議査とは，したがってたん

なる銀郡高品の等様交換を諭献することで、はなく，海品流通の内的関係とし

ての価格体系自身が，資本の生産過程における捨象的人間労働

よって されざるをえないことなあぢらかにすることである。

もともと商品流通においては，額々の商品が側々の商品として独立に錨f隆

会規制される機構はももえないの勺あって，議品は，高品流鴻における嬬格

の られることによって，はじめてそ

うるのである。したがって商品の筒値が 9

よって規定されるとし、う{函館法期も歩

いるように、個々の商品をその生産i差額から分離し，さらに

る綴格体系からもきり

'diも

る検象的人

されて

おけ

しようとする

ならば，いわゆる

してしまうの

といわれるような形式的あるいは機誠的なガ法

{;，o ここでは商品が，議品流識を形成すること

によってはじめて自己の総議関係を社会的に接窓し，さ

れることによって，儲{陵路係が全体として抽象的人語労働とい

う経済的実体を線拠とする社会的生境港程の内的関係として確立するとい

う，資本主畿的カテゴリーの体系的展開の道毅とかかわりなく，たんなる流

通形態としての荷品形態において，そ
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/，5内的爵係を先取りしつつ穿よその均的関係の繋体的鎮定性を想、議せられてL、

るので、ある。

宇野教授が路島， 資本の範鳴を淀通形態の展開として純化されたこ

とは，開時にマルクスにおけるこのような挙結読通における髄{護法出の論証

して，…頭で、は流通関係それ自体における

介とした商品流議の磯構的確立と主義鍔による価絡体系の成立退盟のうちにあ

きらかにするとともに，地調ではこのような鏑絡体系としてあたえられた備

資本による社会能生産過程の文言E機溶の形成々とおして抽象的人

間労鱒に慕礎づけられた髄{違法則として確立することの論証へと，つまり鐙

自体の形議的機構の解明とき震体的規制によるJその法期的確立との，ふ

たつの1'13異なる議譲設諸に分離しゥつ処理することを意味した。教授の幅値

尺麗論が F資本論Jのそれと災なって，貨幣の現実的な購畏鴻穏における機

能として鋳定されているのは，経粋な流溜7静慈におい

さらかにすべき前者の問題に解決せどあたえたものであり，資本の価{議事

・増殖過程において怨{直法則の確立さ?とかれるのは，後者の問題にたいす

る解答をなした。

しかし，このようにいわゆる譲鐙法則の諭涯が，単純流通における露鐙関

係の形成と，生産過裂をど媒介とするその全体的規制とに分離して解明さ

らぬとすれば，議緩関係にたいする実体的規制そのものが，すでにいわ

ゆる綴々の商品の等犠交換乃~個々の肉品の纏悠災体の確認という

ありえないことは自明であろう。

よる商品流通の媒介は，

さととおして外部的に媒介す叫る過程と異って，全産過程によるいわ

ば内的議介であり，斑品流通は資本の:生産道惹の結果であるとともにまたそ

の前謹をなし， 2さらに生産遊撃は得生産過程としては，生産過稼釘4きが商品

流通によって全期出~:こ媒介される循環的構造において成立している。したが

ってここでは，議品流通の内的基本懐孫としての価格体系はき

る内的関係の結果であるとともに，務品流通における倍鐙関係札ふ
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たたび平等生産過程の蔀提条件としてあらわれることになる。このよう

と生産との関係にあっては，流通関係における内的関連誌，

::s内的関連の流通的表現にすぎず，あらゆる社会形態における経済的実体と

しての生産過程の結裂を蔀品形惑的関連のう L、O

ら，ただ

られるのではない O

とし、うの;土， ここのよう 、ても，もともと私的所有を議提と

特殊な媒介形式の ぎなレ流組形態としての

は，けっして藍接的にいわば社会的資本と

しうるものではなく，るくまで個別資本がil!ll別的役立主過程に必い

て，特殊な具体的有用労識をとおして特殊的変照締撞を生産することによっ

しうるにすぎないからである。-r 
、句ラ

{関野1] しながら，しかも全体と

しうるためには，

のたんなる翁磯的一分肢として措定されることが必要であり，そのためには

さらに，人情!の主体的な労働過聴が，資本によって商品経済的に経主主に処理

されうるまったく容体的な過程へと転先することが必要である。たしかに労

も，社会的には主主謀過程としづ守客観的な過程としてあらわれる

るがどだこの規定性においては，生産鴻程は商品経済的な物対絡の過躍と

して客体的に処理しうることな意味するもの℃はなし、。事実，

1紫式以外においては，この生産逃裂の主体的袈閣としての労働力が線接釣人

よって支舵dれるであって，そのためにその経済過程も

れEl体としてではなし上部構造に媒介された下部構端としてるらわれざる

をえないのである。したがってこの生産通較が，物体物の3主体的運動過程と

して資本潜態、によって全酷的に支恕されるためには，この過程の主体的力能

としての労働力自身が商品経済的に完全に物fとすることが要請される。だが
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もともと人間の社会的物質代謝の特殊な部分的媒介形式の展開にすぎない流

通形態は，それ自身においてこのような人間の生産物ではない，生産過程の

主体的力能を商品化する力はもちえないのであって，この過程は人間の一定

の生産力的発展の全体的成果として，商品経済を媒介とするひとつの歴史的

過程としてのみあたえられることになる。すなわちいわゆる本源的蓄積であ

るが，ひとたびこの労働力の商品化の前提が形成されると，資本はこのよう

な生産過程の主体的力能を自己の内部に包摂したひとつの歴史的形成体とし

て，それ自身においてこの関係を再生産しつつ自己の成立の前提を自己の運

動をとおして確保する完全な自立的運動過程として確立することになる。商

品流通における価値関係が，生産過程を基礎として価値法則としてあらわれ

るというのはれ産業資本のこの自立的運動をなす基本構造の価値関係におけ

る表現にほかならなし、。つまり資本が生産過程の主体的力能としての労働力

を商品として処理しうるということは，同時に，個別資本が個別的生産過桂

を，物としての労働力の使用価値の実現過程として，それゆえ資本自身にと

ってはあれやこれやの使用価値的制約から完全に自由な使用価値一般の形成

過程として把握していることを意味する。もちろん一定の時点においては，

資本はかならず特定の使用価値を生産する資本として存在せざるをえない

が，この使用価値の異質性は，どの資本にとっても自由に選択しうる制限の

ない異質性であって，したがって資本にとっては価値関係からする制約以外

に何の制約もない相互に同質的な資本のたんなる分業関係としてこの使用価

値の生産にあたっているのである。かかる関係の考察においては， r資本家

同志の関係Jは捨象されて「個々の資本家は原則!として全資本家を代表する

ものとしてあらわれる」のは当然であろう。

このような産業資本にとって外的制約をなすものは，それ自身では生産し

えない労働力以外にないことになる。したがって自立的運動過程を遂行する

資本は，労働力をその内的要因に転化せしめるために，労働力のもつ外的昔話j

約性を自己の運動過程をとおしてつねに解消しつつ発展せざるなえない。そ

の基本的機構が，労働力の価値規定を媒介とする価値法則の確立の過程であ
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り，これを基礎とする

本の蓄積道程なのであった。

つまりここで閉鎖なのは，

としてあらわれる特殊な資

るとし、ぅ

ことそれ自 く，こ としてのm
よって嬢介されざるをえないという点である。労鈎力は資本にとっ

来的な外部的姿態としてあたえられているために，この潟品化はかな

体としての資本の食関連によって潜行されざるをえず，ぎゃくにまた，この

労織力の高l誌記という点合法軸として，領部資本は総体としての資本の一分

と転換するのである。

としての錯誤資本がその労働者にたいして，労働力

きわたす切ということは，海時に地の特殊的額部

このよう

から，この労賞をもって，労働者がその労働力を再生産するにたる

、もどしうるという関係を内包しないかぎり無意味である。このことは

労賞合媒介とする労i効力商品化の機構法，細々の資本なぞの総体の有機的関

連のう

れないことをしめしている。

さきにふたように宇野教護が， i紡績資本家のもと

る資本家から労敏生立を物を買いもどす関係三どとおして 1労

働時間三うたり 0.5志とLう鐘銭関係が生揺資料の能艇規定へと拡大してゆく

えり

過程をとかれたのは，

と

しかし~ここではさらに『源論』

とする価値法員立の論証過穏において，

資本と生活資料生産資本との「より

し，これをもって生活資料の領線規定と

~労{動力商品のこのよう

らないことはいうまでもない。

よる 0) 

と ぷ:;:¥;、わ

とする論述方法な必要とする ろうか。

の 6 時間の生産物~3 志で労働者に販売するとい

うばあいは，この関係はたんに生活資料生産資本家と労畿者との関係にかぎ
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られるものではない。一方では労働者は，この 3志を自己の労働力の代価と

して他の資本からえてきているのであり，他方では，この生活資料を生産すv

る資本も，当然他の資本の生産物を生産手段として利用しつつその生産過程

を遂行しているのである。したがって労働者が購買する生産物は，具体的有

用労働の産物としては，生活資料生産資本家の生産物であるとしても，抽象

的人間労働という点からは，すでに生産過程をとおして社会的に結合された

資本の生産物であり，労働者は直接的には生活資料生産資本を代表としつつ，

実質的には全資本からその 6時間の生産物を 3志で買いもどしていることに

なる。労働者が6時間の生産物を3志で買いもどすという関係のうちには，

こうして生産手段生産部門と生活資料生産部門との有機的関連のうちに，

個別資本が特殊的資本として総資本を形成している関係が内包されているのi

である。

これは資本家的生産がひとつの自立的生産様式として確立するためには，

まず労働力をくりかえし商品として購買しなければならぬという根本的前提

からひきだされる必然的帰結である。つまり労働力商品のみが資本のっくり

だしえない唯一の特殊な商品であり，しかもこれをくりかえし商品として購

買しえないかぎり，資本家的生産様式は自己を維持しえないという，いわば

資本にとって外的な労働力をその内的生産物としての関係に擬制せざるをえ

ない根本的要請が，資本自体にたいして逆転して外的に強制される関係であ

る。この外的強制の基本的関係が，労働者にたいしてその労賃とひきかえ

に，その生産に要する労働時間に規制された価値をもっ生産物を販売せざる

をえないという!関係であり，この関係はさらに，資本家的生産過程が社会的

な有機的統ーをもっ特殊的生産過程の集合としての総体的過程として形成さ

れていることを要請するのである。したがってここでの資本編制の内的関係

は，あくまで全資本の全労働者との関係を基軸とする，特殊的資本の相互関

係であって，具体的には生産手段と生活資料とのこ部門分割によってしめさ

れる社会的再生産の基本条件を充足するかぎりでの資本の相互的関係以外の

なにものでもなし、。そしてこのような資本関係を規制する内的関係が，具体
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的有用労働の有機的配分に媒介された抽象的人間労働の量的関係にほかなら

ず，資本の生産過程が労働力商品の価値規定を媒介として，全面的にこの関

係に規制されることがあきらかとなれば，問時に商品流通はこの資本の生産

物の流通関係にすぎない以上，商品流通の内的関係としてのその価格体系も，

この内的関係の反映以外のものではないことがあきらかとなるのである。

そのかぎりでは，ここではまた個別資本が栢互に異なる再生産の条件を前

提とし，より高い利潤をめぐる自由競争をとおして，その価値規制を具体的

にうけとめる過程はまったく問題とならなし、。それは，資本が労働力を商品

として処理する過程をここであっかし、ながら，なお資本がその特有な蓄積過

程をとおして，具体的に労働力をたえず商品化する機構を形成してし、く過程

を問題としないのと同様である。後者が「絶対的および相対的剰余価値の生

産」を前提とした「資本の蓄積過程」の解明としてあたえられるのにたいし

て，前者は第3巻の「資本家的生産の総過程」において全面的に扱われるべ

き対象領域をなす。

たしかに生活資料と生産手段の関連を基礎とする生産過程の有機的配分

は，資本家的生産様式にあっては，具体的には個別資本の矛iJ潤率をめぐる競

争過程をとおして実現される以外にはないのであるが，しかし有機的構成と

回転期間という個別的生産条件を異にする個別資本が，相互の自由な競争を

とおして，具体的に資本の社会的配分を展開する過程自身が，特殊的資本に

よる全体的生産過程の有機的配分を前提とせずには解明しえないのである。

これはたしかに，ひとつの循環的論証といわざるをえないが，しかしいわゆ

る単純な循環論法合なすものではなし、。労働力の商品化を前提として価値法

則の確立をときながら，この価値法則を基礎として資本家的生産方法の発展

とその特有な蓄積過程とをあきらかにし，しかもこのような資本家的生産過

程の現実的運動機構をとおしてはじめて労働力の商品化の特殊資本家社会的

機構が具体的に解明されるとしづばあいと同じく，これはし、わば資本家的生

産|羨式自身の循環的構造によって規定された，その反映としての理論的展開

における循環的構造として把握されるべきものである。
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ここでいう資本による生主主退懇の包摂とは， ~ずその事苦難的規定において

は，資本による労i効力の包摂，すなわち労{効力の商品化を窓、球し，

一般における主体的力強としての労働力を商品化するということは，当然

「あらゆる社会に共j誌なる註会的協肉体J3) を資本関係の内部に形成し，

と消費の有機的経済編制を資本語身の特殊的編舗のうち

るものである以上，r湾綴的には資本による生産過程…般の分業的支

富己主t意味するものである O 生産過程の喪zドによる支配は，令長言。過程tこすこし、し

特殊援史的な流通形態規定安あたえることであり，こ

済朕別にしたがっておこなわれざるなえないのであるが，

いては，前者が験禁芸的規定をなすのにたいし，後者がし、わば治極的糸件とし

てあらわれる

カ

力

{J。そして芳ま

とおして，こ

と較換せしめることによってきあらゆ

のための労動

を，資本自身がその運敬三どとおして実混ずることになる。つまりこ、こでの資

よる分業をとおしての生産過穏の支訟は，もっぱら労働力を商品として

処理する安本欲的機11専のi荷額約繋現条件としてあたえられることになり，そ

れゆえ一般的商品の{凶龍規定は，労働力の価値想定を媒介として，

的成果としてのみあたえられることにならざるをえないのでるる。

t5'e"の n宗論』の設関にもどろう。 r生器資料きど設する資本家は，労働
この3 ることになるj t主，

2つの爵係から説明されていた。もしそうでないと「第1

揺を維持し，労{動力を帯び商品と

第2に「その資本家は誌の資本家に対レて，続1

21子の綿糸をど3 で翼いながら，自

るということになり，結績資本家以上の利益を得、{J

ことになりJ，

って，紡総資本家も 2斤の綿糸をど3主主で克つ

ないj というのである。

しかし毅績資本家がまず2斤の綿糸マピ3志で売

している理由は

らない理由があた
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えられていないのだから， との「有科なる

とおして，後者の販売基準に翠務uされてくると

ずることがもともと紫理であろうo ささにもふれたように，紡額資本家が?

30待問の労織の生産物たるlOJfの綿糸のうち， 2 J干の綿糸の代価jをもっ

て「その労働者に支払った索銀役回収する

のは，続績資本家が最初からその30a寺鰐

た与さることを前提とする

る10斤の綿糸を 1

間あたり 0.5 とを窓、味し?とれはすでに，労{縁者がその労賃で

る勝係を媒介とすることなく，

{部{臨ど、おりに販売すると?袋、定し七いることを意味する。

1労{勤時間あたり 0.5宏、で売ることをるらかじめ認定してお

いて，生活資料生産資本がさらにこの結毅資本との競合過密をとおして，そ

の生議物右::-1労働時間あたり 0.5百三でらざるをえないことになるとして

も，これは資本家が一般的にその生援物全工労働時務あたり 0.5志で究らざ

るをえないことの宣明とはならなし‘であろう o一部資本家がすでに締値どお

りにその生産物を股莞ずることを前提して 3 他の資本家がそれによって規制

されるとすることは，また資本家向志の相互主的競争送範の解明としても，異

といわねばならない。{周知資本の自 とおして，

されるばあいには，当然あらゆる より高い料請なもと

めて資本投下部面安選択するものとして想、定されているのであり，この資本

の王立勤が， さ の量的記分合士見昔話しあろことになるとしなければ

ならないからである。

f労j動力が商品化するこ之は，生i護資料が高品化ずることで、あるが，

資料の荷品化はその主二重量手段の荷品化を議設的に詫迭するjのであり，

がって「労働力なる鴎i患が，その生室長に喜きする労i効待問によっ のft轄を

支払われるということは，生活資料の代価がそ

られることにならざるを得なしづとする

したがうならば，この労働力の錨筒説認を基軸とする一般的な{面

{痘法裂の確立遵程は次のよう されるべきであろう。
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ものは，

92 

はラ労働者にこの3主に対して 6

いう関係である。そうしないかぎり

る資本家

ることになるJと

されるように f労融者はその

る ことにな

Q からであり?これは資本家的生態様式がひとつの議立

るかぎり，必然的に要請される謀本的爵係である。だ

る資本家が「労働者にこの 3;容に対して6時間の労働生産物会駁究jせざる

をえないという関係は，たんにこの

とどまるものではなし、

そ る ザコ

て，こ と

生活資料ーとしての生産物は，いうまでもなく

された労働a"ふくんだものとしての6

されたも

ので、ある

てこ

るというのは，

もって 6時間

、してであるが‘間;妄

、しても 1労

もって支払わさfる言とえないことな窓、味する。

i30時識の労鱒の生産物た

ほかならない。かく

;まこ

{勤時間あたり 0.5

なわち，

るlOiTの綿糸のうち， 2斤の綿糸の代髄jをもって「その労識者に支払った

るJとL、うf*]係は，この生活資料金t生躍する資本家と労{勤者と

の関係をとおして，間接的に強弱完全られることになるのである。

労働者がその労震をもって自己の労働力者ど再生産するために，資本家から

いもどすとし寸関係は，このように全労働者の全資本家にたい

、て，はじめて実体的に続税されることになるのであり，この

とは玄た，資本が労働力主ピ商品化することによっ

摂するというのは，同時に，設立過程一般における有機的薮f泌が，分業によ

って謀介;!::れた資本の特殊的部門編議となってあらわれるものだ、あることを

あきらカペこしている。
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労働力高品の{競技規定安媒介として一般的商品の価伎規定の実体的根拠を

さらかにする，この論IDE;晶表主において，一方では資本による

業的支記を前提としながら，しかも他方で法この分業関係をど，倍別資本の競

よって謀介される過程から抽象しつつ規定しなくてはならないとう

が，たしかに篠{護法聞の論証の理解てどさまたげる方法的難点をなしていると

いってもよいであろう。しかし一見矛活した様相においてあらわれるこ

もともと私的所有と自由競争を前提とした商品経諮における倍加的経

済主体としての資本が，労働力商品を賦介として，

動過程の経済的実体とし把援をすることによって， f関節能生産遜程および流

{;，異質性から完全に解放された肉質的経済主体の一分鼓とじて

されるという，資本家的生産様式の現実決淫動機構の理論的長映にほか

ならない。

て陪認はむしろ，生謹過程一般な鏑値形成・増殖過程たらしめる

ことによって，自己を資脚本…般として矯定ずる遣業資本においても，資本は

具体的にはあくまで流通形態の発議形式たる個別的経欝主体としての規定住

を維持しているのであって，

体へとll::接されるものではなく，それゆえあらゆる

般における経済削も，資本家的生隊機式においては，ただちに経済j奈良りと

して自己を表現することはできないという点にある。議接的人鰐関係から分

れた物対物の特殊議介形式としての流通形態の発展形式にすぎない

は，ここにおいても，生産過程における主体的カ能としての人間の労i動力

を，商品経済的関連において物化しつつ，

る以外にないのでふる。こうして生産過程自身が商品経済的規定性をあた

えられ，商品による商品の生産過震としてあらわれることによって，資本を

とする全社会的経済過援が，たんなる経診寺第期の実現i過程としてでな

く2 経法線別を糠拠とする特殊歴史的な経務法則の客説的貫鍛漁程として遂

されることになる。傭髄法期の鵠誌とは，まさにこの関連をあきらかにす

ること以外のなにものでもなし、
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資本家的生産様式の理論的解明が，その客観的運動機構における内的関連

の論理的反映としてしか遂行されえない以上，労働力商品の価値規定を媒介

として，あらゆる商品の価値の実体的根拠をあきらかにする宇野教授の方法

は，資本にとって唯一の外的規定性をなす労働力商品を媒介として，資本自

身が生産過程一般をその運動の内部に包摂することによって，相互にまった

く同質的な規定性において結合せしめられるとともに，生産過程一般が価値

形成・増殖過程として特殊歴史的規定性をあたえられるという，資本家的基

本構造の論理的反映にほかならないことはあきらかであろう。注〕

注〉 この点では，基本的に宇野教授の方法にしたがし、ながら，しかも労働商品の価値

規定をfJJk介とすることなく，資本による生産過程一般の支配を根拠として，ただち

に抽象的人間労働による価値形成の過程をとくというかぎりにおいて，鈴木鴻一虫f)

編『経済学原理論Jも日高普『経済原論Jも，ともに宇野『経済原論Jの達成した

成果のひとつを否定することになっている。

だが，いわゆる価値法則の論証をこの方法において遂行するかぎり，そこ

に個別資本の競争を媒介とする資本の社会的配分の過程を想定することは，

Tこんに無用であるばかりか，かえってこの論証方法自体の根拠を見失わせる

有害な操作といわねばならなし、。それはむしろ，生産過程一般の有機的編制

を特殊的資本の編制のうちに保持する資本一般の規定を前提として，相呉な

る個別j的生産条件にある個別資本が，自由な資本投下の競争に媒介されつつ少

この資本一般の規定を具体的に実現する過程のうちに解明されるべきであっ

て，価値法則の論証な，かかる資本の競争過程をとおしてあきらかにするこ

とは，論証の結果をとおしてあたえられる具体的機構を，論証の前提のう買

に想定する，顛倒した方法といわねばならない。

ここにおける価値法則の論証は，労働力商品の価値規定を媒介とした資本

一般における価値規定をとおして，したがってその現実的機構においては，

資本一般の価値形成・増殖過程における価値規定をとおしてあたえられてい

るのであって，まだ個別資本における，まして個別的商品における価値規定

として，その法則的貫徹が論証されているのではない。その意味において，

ここではなお価龍法則の根拠の論証がおこなわれているだけであって，個別
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資本乃きさ鯛郡高品におけるこの揺位法長官の貫徹としての具体的膝開過程は，

この犠拠をど前提とする僑別資本の相互的競争さごとおてあきらかにナる以外t:こ

ないのであり， 1!町護法郊の論証は，それらの全過程をふく令結島は f資本論』

の全農慨をとおしてあたえられる以外にないのである。

る{筒{直法則の根拠を解明するこ

て，ただちに他部資本のiIT到底規定を要求することは，捜本家的主主窓様式をそ

の 、てあきらかにナる『資本論』体系の恐論会今性格

らないが，また持様に，この資本一般の内的関

、て，個別資本の競争諮係を想定するこ

とは，こ とi設変とを不明確にし多結島， 自身によって

その議献の成果きと否定することにならざるなえなし、

単純流濡において寵接的に嫡{護法郊を論統し，資本家能生産様式における

その価値法裂から f繍符」じた生設極格安もってー説明する，

f資本論』の{削護法員立の摺強にたいい単純流通においては揺値爵係官けilli;格

体系として義援し，資本家的生藍選議の究明において鏑値法則の根拠をあき

るとともに多額部設本相互における鱈値務係は，この儲位法則の具

体的展開として いて理解するという，宇野教授の価値法聞の

自体の内的構造の成立退翠にそいながら，議{護関

係の形成・確立・接関をあきらかにするという点においてラ F資本論jにお

ける榔館法黙の把握の欠陥没根本的に修正しつつ，それによって従来

論Jにたいしてくわえられてきたし、わゆる「蒸護法jなる価値法期

や，第1鳴と第3巻との関連の問題についての諸批判てど完全に克服したので

あった。

額{i霊法長日 このように価格体系 価値関係の誤掘の把握，

その具体的展報通程という，

授の方法にあっ

の耗潟をめぐる

いて把握す

る

しいて， {I間部

しつつ， {函館関係な摺々の潟品の等価

まったくなかったのである。これはおそらく
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『資本論』が単純商品においてあきらかにしている等価交換としての価値法

則の論証を，資本の生産過程へと，取扱う論理段階をずらせながら，しかも

同じ内容においてその論証の完成を企図したためと思われる。しかし，資本

の生産過程において労働力商品の価値規定を媒介としつつ，全商品の価値関

係の根拠をあきらかにしよう方法は，すでにいわゆる個々の商品の等価交換

において価値法則を把撞するという理解を克服しているのであって，むしろ

価値法則の根拠の解明において等価交換の設定を介入しめることは，この論

証過程自体の成果を否定する結果をもたらすであろう。

1) ~資』⑧73~74頁。

2) ~原論・上J88頁。

3)宇野弘蔵『岩波全書・経済原論J90頁。
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